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序文 


この 本 は イス ラー ム を 理解 する 簡潔 な ガイ ド で 、3 章 で 構 
成 さ れ て いる 。 


第 1 章 イス ラー ム の 真実 
の 証し は 以下 に 示す よう に 、 人 
びと が 疑問 を も つ 重 要 な 問題 
に 答え て いる 。 


久 クル レア デーン は 本 当 に 神 
に よっ て 盛 示さ れ た 御 言葉 な 
の か 。 


@ ムハンマド : 舞 ! は 本 
当 に 神 が 下 し た 預言 者 な の か 。 


@ イス ラー ム は 本 当 に 神 
の 宗教 な の か 。 


この 章 で は 、6 つの 証し を 取り 


上 げ て いる 。 


1) 聖 ク シア ー ン の 科学 に 関す る 奇跡 : こ の セク ショ 
ン で は 、1400 年 前 に 啓示 され た 聖 ク シル アー ン の 中 
で 既に 述べ られ 、 近 年 に な っ て 発見 され た 科学 的 
な 事実 を 、 図 解 を 用 いて 論じ て いる 。 


1 アラ ビア 語 の 天外 の 意味 は 「 神 が 彼 の 言葉 を 賞 養 し 、 か れ を 不 完全 か ら 
守ら れる よう に 。」 で ある 。 

(校閲 者 注 : 上 記 は 英語 の 原文 に よる 注釈 で ある が 、 一 般 的 に 2 寺 は 、 後 
に 平安 が あり ます よう に 」 と いう 意味 で ある と され て いる 。) 
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2) 聖 ク シル アーン に 類する も の を 1 章 で も 作る こと 
は 大 いな る 挑戦 で ある: クル アー ン の 中 で 、 神 

は 、 人 間 が クル アー ン に 類する も の を 1 章 で も 作 
る こと が で きる の か と 挑ん で いる 。1400 年 前 に 

クル アー ン が 啓示 され て か ら 今 日 まで 、 成 功 し た 

も の は いな い 。 ク ルアー ン の 最も 小さ い 章 (第 
108 章 ) は 僅か 10 の 言葉 に すぎ な い の で ある 。 


3) イス ラー ム の 預言 者 へ ハハ ンマ ド 2 護 の 出現 に 関 
する 聖書 の 預言 : この セク ショ ン で は 、 預 言 者 ム 
ハン マ ド の 出現 に 関す る 聖書 の 預言 を 論じ 
て いる 。 


4) 未来 の 出来 事 を 予見 し それ が 本 当 に な っ た クル 
アー ン の 節 : クレ ルレ アーン が 予見 し た 未来 の 出来 事 
で 後に 本 当 に な っ た 例 は 、 ロ ー マ 帝 国 が ベル シャ 

帝国 に 勝利 し た こと で ある 。 


5) 預言 者 ムハンマド 北 の 行っ た 奇跡: 預言 者 ム ハ 
ンマ ド 喘 は 多く の 奇跡 を 行っ た 。 こ れ ら の 奇跡 
は 多く の 人 々 が 証言 し て いる 。 


6) ムハンマド 嘩 の 簡素 な 生活 : ムハンマド 衰 
が 物質 的 な 利益 、 尊 大 さ 、 権 力 を 得る た め に 預言 
を 主張 し た ニセ の 預言 者 で な いこ と が 明らか で あ 
る 。 


この 6 つの 証拠 か ら 、 次 の こと が 結論 付け られ る 。 
信 クレ デーン は 神 に よっ て 啓示 され た 御 言 葉 で ある 。 


@ ムハンマド 2 六 は 本 当 に 神 に よっ て 送ら れ た 預 
言 者 で ある 。 


@W イス ラー ム は 本 当 に 神 の 宗教 で ある 。 
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宗教 の 真備 を 知り た いと 思う な ら ば 、 ui 伝統 に 
委ね る の で は な く 、 む し ろ 、 理 性 と 知性 に 頼る べき で ある 。 
神 が 預 言 者 を 送ら れ た 時 、 神 は 、 彼 等 が 神 か ら 送 られ た 本 当 
の 預言 者 で あり 、 彼 等 と 共に 送ら れ た 宗教 が 本 物 で ある こと 
を 証明 する 奇跡 や 証拠 を 示し 、 彼 ら を 支え た 。 


2 A TR は 以下 に 示す よう に 、 イ スラ ー 


ム が 個々 


1) 
2) 
3) 
4 


こ 与 える 恩恵 に つい て 述べ て いる 。 
永遠 の 楽園 へ の 扉 
地獄 か ら の 救い 
真 の 幸福 と 心 の 平安 
過去 の 罪 が すべ て 散 さ れる 


第 3 章 イス ラー ム の 一 般 情報 で は 、 イ スラ ー ム に つい て 
の 一 般 情 報 を 提供 し 、 イ スラ ー ム に 関す る 間違っ た 概念 を 修 
正 し 、 以 下 の よ うな 一 般 的 な 質問 に 答え て いる 。 


イス ラー ム は テロ リズ ム を どの よう に 見 な し て い 
る の か 


イス ラー ム に お ける 女性 の 地位 


第 1 章 
イス ラー ム の 真実 の 訂 レ 


神 は 多く の 奇跡 や 証拠 に よっ て 、 預 言 者 へ ハン マ ド 北 
が 神 か ら 送 られ た 最後 の 預言 者 で ある こと を 示し た 。 ま た 神 
は 、 最 後 の 茂 典 で ある 聖 ク ルアー ン が 神 に よっ て 啓示 され 、 
神 の 御 言 葉 そ の も の で あり 、 人 間 が 書い た も の で は な いこ と 
を 証明 する た め に 多く の 奇跡 を 与え た 。 本 章 で は その 証し に 
つい て 論じ て いる 。 


(1) 聖 ク レア ー ン の 
科学 に 関す る 奇跡 


クル アー ン は 神 の 御 言 葉 で あり 、 天 使 ガ ブリ エル を 通じ て 
預言 者 ムハンマド 組 に 盛 示 され た 。 ムハンマド 直 は 
暗唱 し た 後 、 教 友 た ち に 伝え た 。 その 後 か れ ら は それ を 暗記 
し 、 書 き 写 し て 、 預 言 者 ム ハ 
ンマ ド と 共に 見 直し 
た 。 さら に 、 預言 者 ム ハ ン マ 
ド 2 襲 は 年 に 一 度 天使 ガブ 
リエ ル と 見 直し 、 彼 が 亡くな 
る 年 に は 、2 回 見 直し た 。 ク 
ルアー ン が 啓示 され た 時 か ら 
今 ま で 、 ク ルアー ン を 一 言 一 
旬 す べ て 暗唱 し た 多く の ム ス 
リム が いる 。 ムスリム の 中 
に は 、 10 歳 で クル アー ン を 全 
て 覚え た も の が いる 。 クル 
アー ン は 何 世 紀 に も わた っ て 
一 字 も 変え られ て いな い 。 
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1400 年 前 に 盛 示 され た クル アー ン は 、 近 年 に な っ て 初め 
て 科学 者 が 発見 し 証明 し た 事実 を 述べ て いる 。 それ は 紛れ 
も な く 、 預 言 者 へ ムハンマド 2 に 啓示 され た クル アー ン が 神 
の 御 言葉 で あり 、 ム ハン マ ド や 他 の 人 間 に よ っ て 書か れ 
た も の で な いこ と を 証明 し て いる 。 こ の こと は また 、 預 言 者 
ムハンマド 敵 が 神 か ら 送 られ た 本 当 の 預言 者 で ある こ と 
を 証明 し て いる 。 精密 な 装置 や 高度 な 科学 的 方 法 に よっ て 近 
年 初め て 証明 され た 事実 が 、 1400 年 も 前 に 分 か っ て いた と は 
考え られ な いこ と で ある 。 その 例 が 後に 続く ペー ジ で 取り 

上 げ ら れ て いる 


A) 人 間 の 胎児 の 発育 に 関す る クレ アー ン 


神 は 、 ク ルアー ン の 中 で 、 人 間 の 胎児 の 発育 段階 
に つい て 述べ て いる 。 


われ は 泥 の 精 任 か ら 人 間 を 創っ た 。 次 に 、 
われ は か れ を 精液 の 一 滴 と し て 、 了 堅固 な 住み か に 
納め た 。 それ か ら わ れ は 、 そ の 精 滴 を 一 つの ア 
ラ (ヒル 、 釣 り 下 が っ た も の 、 血 の 塊 ) に 創り 、 
次 に その アラ マカ か ら スゲ ゥ メダ (噛み 潰し た も 


の ) を 創り ... 必 2 (クル アー ン 23:12-14) 


アラ ビア 語 の アジ みみ に は 三 つ の 意味 が ある 。 (1) ヒル 
(2) 釣り 下がっ た も の (3) 血 の 塊 で ある 。 


アラ の 段階 で の 胎児 を ヒル と 比較 する と 、 図 1 に 示さ 
れる よう に 両者 * に 類似 性 が 見 られ る 。 また この 段階 の 胎 


2 この 本 で 使わ れ て いる 括弧 4 の ぁ で 囲ま れ た 内 容 は 、 ク ルアー ン の 意味 
解釈 に 過ぎ な い 。 ア ラビ ア 語 で ある クル アー ン の 原典 で は な い 。 

3 The Developing Human [人 間 の 発育 ]、 ム ー ア ・ ペ ベル サウ ド (Moore & 
Persaud) 共著 、 第 5 版 、8 真 。 


ww 11 記 
児 は 、 母 親 の 血液 か ら 栄 養 を 摂る が 、 ヒ ル も 同じ よう に 他 の 
も の の 血 ! を 吸っ て 生き 延び る 。 


AA. 人 間 の 胎児 導水 の カッ ト エ ッ ジ 
ン て へ 
前 頭 ar == < 
\ の a 
心 騰 ーー bg 


1: 上 の 図 は ヒル と 、 ア ラ カ の 段階 で の 人 間 の 胎 見 の 形 の 
類似 性 を 示し て いる 。 (ヒル の 図 の 出典 : Human 
Development gs Described in the Quran and Sunnah [ クル 
アー ン と スン ナ の 中 で 描か れ て いる 人 間 の 発育 ] 、 ム ー ア 
( More ) 他 共著 、 37 頁 お よび lntegrated Principles of 
Zoology [ 動物 学 の 総合 的 原則 ] 、 ヒ クマ ン ( Hickman ) 他 
共著 か ら 一 部 修正 。 胎児 の 図 の 出典 :7 カ e Deve/oping 
Human [ 発育 する 人 間 ] 、 ム ー ア ・ ペ ル サ ウ ド ( Moore & 
Persaud ) 共著 、 第 5 版 、73 頁 。) 


デラ アタ の 2 番目 の 意味 は 「 釣 り 下 が っ た も の 」 で ある 。 そ 
の 意味 は 、 図 2 と 図 3 を 見 る と 明らか で ある 。 デラ の 段階 
で 、 胎 児 は 母親 の 子宮 の 中 に 釣り 下がっ て いる 。 


4 Human Development gs Described in the Quran and Sunnah [クル ア 
ー ン と スン ナ に 書か れ た 人 間 の 発育 ]、 ム ー ア (Moore) その 他 共 著 、36 


Ro 
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図 2: この 図 で は 、 ア 筐 で RR 
ラ カ の 段階 で 母親 の kt を 
子宮 の 中 で ぶら 下っ 
て いる の が 分 か る 。 ーー 
(The Developing - 生 壮 の 箇 液 
umaHd 人 間 の 発育 1 

ー 号 模 の 引 消 


ムー ア ・ ペ ル サ ウ ド 
(Moore & Persaud) 共 
著 第 5 版 、66 頁 。) 


3: この 顕微 鏡 写真 


ラク カク の 段階 (15 日 目 ) 
の 胎 見 (B の 矢印 ) 
が ぶら 下っ て いる の 
が 分 か る 。 胎児 の 実 
際 の 大 き さ は 約 0.6 
mm で ある 。(77e 
Developing 7/7797 
[ 発育 する 人 間 ] 、 ム 

ー ア ( Moore ) 閉 、 第 

3 版 、66 頁 Histology 

[ 組織 学 ] 、 リー ソ ゾン 
及び リー ソン (Leeson 

& Leeson ) 共著 ) 


アラ カク の 3 番目 の 意味 は 、 血 の 塊 で ある 。 デラ の 段階 
で の 胴 児 の 外観 と その 坦 は 、 血 の 塊 と 似 て いる 。 この 段階 * 


5 Human Development as Described in the Quran and Sunnah [クル アデ 


の 胎児 の 中 に 
4 を 参照 )。 また この 
が 終わ る まで 循環 し な い 。 
血 の 塊 に 似 て いる 


図 4: アラ カ の 段階 
に ある 胎児 の 基本 循 
環 器 系 図 。 胎 見 の 
外観 と その 裏 は 、 胎 
児 の 中 に 比較 的 大 量 
の 血 が ある た め 、 血 
の 塊 と 似 て いる 。 
(The Developing 
uman [ 人 間 の 発 


前 主 静 大 


育 ] 、 ム ー ア ( Moore ) 
著 、 第 5 版 、65 頁 。) 
この よう に 、 
の 段階 に ある 胎児 の 内 容 と 正確 ( 


、 比 較 的 大 量 の 血液 が 存在 する た めで ある 。 


段階 で は 、 胎 児 の 中 の 血液 は 第 3 週 
この 段階 で の 胎 


その た め 、 


世 重 司 財 記章 向 
特 面 大 紋 参 


= 18.= 
( 図 
目 ? 
児 は 


090 


ーー 也 華 全 上 の 導 菅 基 


アラ カカ と いう 言葉 の 三 つ の 意味 は 、 デ デラ み 
こ 一 致し て いる 


クル アー ン の 中 で 述べ られ て いる 二 番 目 の 段階 は a ろだ 


グ で ある 。 


アラ ビア 語 の ス が ゥ ダグ は 


、 噛ん だ も の を 意味 


する 。 ガ ム を 口 の 中 に 入れ て 噛み 潰 し た も の を 、 み が ゥ ダグ 


の 段階 に 
な る 。 


こ あ る 胎児 と 比較 する と 、 


特に 胎児 の 背中 の 体 節 が 、 


それ は 
噛み 潰し た も の "の 普 


噛ん だ も の の よう に 
際 ど 


(区 


若干 似 て いる か ら で あ る 。 


5 


刻 6 を 参照 )。 


ー ン と スン ナ に 書か れ た 人 間 の 発育 ]、 ムー ア (Moore) その 他 


Ro 


6 The Developing Human [人 間 の 発育 


Persaud) 共著 、 第 5 版 、65 頁 。 


7 The Developing Human [人 間 の 発育 


Persaud) 共著 、 第 5 版 、8 頁 。 


ト 著 、 37-88 


]、 ム ー ア ・ ペ ル サ ウ ド (Moore & 


]、 ム ー ア ・ ペ ル サ ウ ド (Moore & 
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図 5: 人 だ ドゥ ガ の 段階 
(28 日 目 ) に ある 胎児 
の 写真 


この 段階 の 胎 見 は 噛み 
潰し た も の の よう に 見 
える が 、 そ れ は 胎児 の 
背中 に ある 体 節 が 歯形 
と 似 て いる か ら で あ 
る 。 胎児 の 実際 の 大 
き さ は 4 mm で ある 。 
(The Developing 
uman[ 人 間 の 発育 ] 、 
ムー ア ・ ペ ル サ ウ ド 

( Moore & Persaud ) 
共著 、 第 5 版 、82 頁 、 
京都 大 学 西村 秀雄 教授 
引用 ) 


6: ろだ が ク ガ の 状態 
に ある 胎 見 の 外観 と 喘 
み 潰 し た ガム を 比べ る 
と 、 両 者 に 類似 点 が あ 
る こと が 分 か る 。 


A) ろだ ゥ ッ ガブ の 段階 に 
ある 胎 見 の 図 


胎 見 の 背中 に ある 体 節 
が 歯形 の よう に 見 え 
る 。 (77e Developing 
uman| 人 間 の 発育 ]、 
ムー アペル サウ ド 

( Moore & Persaud ) 
共著 、 第 5 版 、79 頁 。) 


B) 噛み 潰し た ガム の 
写真 


- 15 - 


A 
ン も 
た 3 
4 
) ング 
2 で ジ | 実 給 の 大 ささ 

B. ガム 261| 日 


ムハンマド 中 は どの よう に し て 、1400 年 も 前 に この よ 
うな 事実 を 知り えた の だ ろう か 。 これら の 知識 は 、 そ の 当時 
存在 し な か っ た 精密 な 機器 や 高 性 能 な 顕微 鏡 を 使っ て 、 科 学 


が 近年 に な っ て 初め て 発見 し た の で ある 。 ハム と リー エ 


ン ホ エク は 1677 年 に 、 改良 され た 顕微 鏡 を 使っ て 精細 胞 ( 精 
子 ) を 観察 し た 最初 の 科学 者 で ある 。 ム ハン マ ド 2 の 時 代 
か ら 既 に 1000 年 も 経っ て いた の で ある 。 彼ら は 、 精細 胞 が 
女性 の 生殖 管 に 挿入 され る と 、 前 も っ て 形成 され た 人 間 の ミ 
ニア チュ ア が 成長 する と 誤解 し て いた 。 き 


8 TheDeveloping Human [人 間 の 発育 ]、 ム ー ア ・ ベ ル サ ウ ド (Moore & 


| 16 ) 

キー ス ・ ム ー ア (Keith Moore) 名 准 教 授 は 解剖 学 と 胎生 学 
の 分 野 で 世界 的 に 最も 高 名 な 科学 者 で あり 、 7he Developing 
友 man [人 間 の 発育 ] の 著者 で ある 。 科 学 的 な 参考 文献 で ある 
この 著書 は 、8 ヶ国 語 に 訳 さ れ て お り 、 米 国 の 特別 な 委員 会 
で 、1 人 の 著者 に よっ て 書か れ た 最も 優れ た 本 に 選ば れ た 。 
キー ス ・ ム ー ア 博士 は カナ ダ の トロ ント 大 学 の 解剖 学 ・ 細 胞 生 
物 学 の 名 営 教授 で ある 。 博士 は この 大 学 の 医学 部 で 基礎 科 
学 の 副 学部 長 を 務め 、 解剖 学科 の 主任 を 8 年 務め た 。1984 年 
に は 、 カ ナダ の 解剖 学 の 分 野 で 最も 優れ た 賞 で ある 、J.C.B 
大 賞 を カナ ダ 解 剖 学者 協会 か ら 授 与 さ れ た 。 また ムー ア 教 
授 は 、 カ ナダ ・ 米 国 解剖 学者 協会 や 生命 科学 連盟 委員 会 な ど 、 
多く の 国際 協会 を 指導 し て きた 。 


1981 年 、 サ ウジ アラ ビア の ダン マン で 開催 され た 第 7 回 
医学 会 議 で 、 ム ー ア 教授 は 次 の よう に 述べ た 。「 人 間 の 発育 に 
関す る クル アー ン の 説明 を 明確 に する 手助け を する こと は 
私 に と っ て た い へ ん 喜ば し いこ と で ある 。 これ ら の 説明 が 
神 か ら ム ハン マ ド に 送ら れ た こと は 、 私 に と っ て 自明 で ある 。 
な ぜ な ら こ れ ら の 知識 は 全て 、 何 世紀 も 後に な っ て 初め て 発 
見 され た か ら で あ る 。 こ の 事実 は ムハンマド が 神 の 預言 者 で 
あっ た こと を 証明 し て いる 。」『 


ムー ア 教 授 は その 後 、 次 の よう な 質問 を 受け た 。 「 そ れ な 
ら ば 、 あ な た は クル アー ン が 神 の 御 言葉 で ある と 信じ て いる 

と いう 意味 で すか 。」 する と 彼 は 答え た 。「 そ れ を 受け 入れ る 
こと は 私 に と っ て 難し いこ と で は あり ませ ん 。」" 


の ア 教授 は ある 会 議 で 次 の よ り に 述べ た 。 I 人 間 の 
胎児 の 段階 付け は 、 発 育 の 途中 で 変化 する プロ セス が 続く た 
め 複 雑 で や り 、 ク ルアー ン と スン ナ (ムハンマド 店 の 言 
行 、 認 め た こと ) の 中 で 述べ られ て いる 用 語 を 使っ て 分 類 す 
る 新しい シス テム の 開発 が 望ま し い 。 提案 され た シス テム 


Persaud) 共著 、 第 5 版 、9 真 。 
9 この 発言 の 出典 は 7Zzis zs the 分 友 [ こ れ が 真実 で ある ] (ビデ オ テ ー 
プ )。 こ の ビデ オ テ ー プ の ユ コ ピー は wwwrislam-guide.com/truth 

10 This zs the Truth [これ が 真実 で ある ] (ビデ オ テ ー ブ )。 


衝 17 - 
は シン プル か つ 包 括 的 で あり 、 現 代 の 胎生 学 の 知識 と 適合 し 
て いる 。 過去 4 年 間 、 ク ルアー ン と ハデ ノー ズ (預言 者 ム 
ハン マ ド 閉 の 教 友 た ち が 彼 の 言行 や 認め た こと を 伝え た 、 
信頼 で きる 伝承 ) を 集中 的 に 研究 し た 結果 、 人 間 の 胎児 を 分 
類する シス テム が 明らか に な っ た が 、 そ れ が 7 世紀 に 記録 さ 
れ た こと は 和 驚く べき 事実 で ちや る 。 胎生 学 の 創始 者 で ある ア 
リス ト テ レス は 、 紀 元 前 4 世紀 に 鶏 の 卵 を 調べ 、 ヒ ョ コ の 肥 
が 段階 的 に 発育 する こと に 気付 いた が 、 こ の 段階 に つい て 詳 
し く 述 べ な か っ た 。 胎生 学 の 歴史 で 知ら れ て いる こと に 限 
る と 、 人 間 の 胎児 の 発達 段階 と その 分 類 は 、20 世紀 に な る ま 
で 殆ど 解明 され て いな か っ た 。 この こと か ら 、 人 間 の 胎児 
に 関す る クル アー ン の 説明 は 、7 世紀 の 時 点 で 科学 的 な 知識 
を 基 に し て いた と は 考え られ な い 。 最も 妥当 な 結論 は 、 ク ル 
アー ン が 神 か ら ム ハン マ ド に 啓示 され た と いう こと で あ 
る 。 彼 は 科学 的 な 訓練 を 受け た こと の な い 文 育 で あり 、 詳 
し いこ と を 知り えた は ず が な い 。! 


B) 山 に 関す る クル アー ン 


Zarth [地球 ] と いう 題 の 本 は 、 世 界 中 の 大 学 で 広く 利用 
され て いる 基礎 的 な 参考 用 教科 書 で ある 。 この 本 の 共著 者 
の 一 人 が 、 フ ラン ク ・ プ レス (Frank Press) 名 蒼 教授 で あ 
る 。 彼 は ジミ ー カ ー タ ー 元 米 大 統領 就任 中 の 科学 顧問 で あ 
り 、 ワ シン トン に ある 国立 科学 アカ デミ ー の 所 長 を 12 年 間 務 
め た 。 彼 は 著書 の 中 で 、 山 に は 基礎 を 形成 する 根 が ある と 述 
べべ て いる ”。 これ ら の 根 は 地 中 深く 埋め られ 、 杭 の よう な 形 
を し て いる ( 図 7、8、9 を 参照 )。 


1 This 1s the Truth [これ が 真実 で ある ] (ビデ オ テ ー プ )。 コピ ー の 
入手 は 脚注 (9) を 参照 。 

12 gEarth [地球 ]、 プ レス ・ シ ル バ ー (Press & Siever) 共著 、435 真 。 ま 
た Zarth Sgzezce「 地 球 の 科学 」 を 参照 、 タ ー バ ッ ク ・ リ ュー トゲ ンズ 
(Turbuck 鐘 Lutgens) 共著 、157 頁 。 


(CK と 


7: 山 は 地面 の 下 に 深い 根 を 持っ て いる 。 (と gg の [ 地球 ] 、 プ レス ・ 
シル バー(Press & Siliver ) 共著 、413 頁 ) 


イギリス 謗 島 北 ト イッ アル プス ロシア プラットフォーム gy 


ヨー ロッ パ 


8: 構造 図 。 山 は 杭 の よう に 地 中 に 深く 埋め られ た 根 を 持っ て い 
る 。 (Anatomy of the Earth [ 地球 の 構造 ] 、 カ イコ ユ (Cailleux) 著 、 
220 真 。) 


図 9: この 図 は 山 に 深い 根 が あり 、 杭 の よう な 形 に な っ て いる こと 
を 示し て いる 。( と g/ の Science[ 地球 の 科学 ] 、 タ ー バ ッ ク ・ リ ュー 
トゲ ンズ ( Tarbuck & Lutgens ) 共著 、158 頁 。) 


これ は クル アー ン が 山 に つい て 説明 し て いる と お り で あ 
る 。 神 は クル アー ン の 中 で 述べ て いる 。 


われ は 大 地 を 肛 所 (ペッ ド ) と し 、 ま た 山々 
を 、 杭 と し た で は な いか 。 
(クル アー ン 78:6-7) 


現代 の 地球 科学 は 、 山 の 地 中 に 深い 根 が あり ( 図 9) 、 こ 
れ ら の 根 が 標高 の 数 倍 に まで 及ぶ こと を 証明 し て いる 。“ こ 
の デー タ を 元 に 、 山 を 説明 する 上 で 最も 適し た 言葉 が 、 杭 で 
ある 。 適切 に 埋め 込ま れ た 杭 の 大 半 は 地 中 に 隠さ れ て いる か 
ら で あ る 。 科学 の 歴史 を 見 る と 、 山 に 深い 根 が ある と 主張 す 
る 理論 は 、19 世紀 後半 に 初め て 唱え られ た "。 


また 山 は 、 地殻 を 安定 させ る た め に 重要 な 役割 を 果たし て 
いる 『。 山 が 地球 の 震動 を 妨げ て いる こと を 、 神 は クル ア 
ー ン の 中 で 述べ て いる 。 


13 The Geological Concept of Mountains in the Quran [クル アー ン に お 
ける 山 の 地 質 学 的 概念 ]、 エ ル ・ ナ ッ ガ ー ル (El-Naggar) 著 、5 真 。 

14 The Geological Concept of Mountains in the Quran [クル アー ン に お 
ける 山 の 地質 学 的 概念 ]、5 真 。 
15 The Geological Concept of Mountains in the Quran [クル アー ン に お 
ける 山 の 地質 学 的 概念 ]、44-45 頁 。 


トー) 20 吉 
また か れ は 、 地 上 に 山々 を 堅固 に 握 え られ た 。 


これ は あな た が た を 震動 させ な いた めで ある 。 
(クル アー ン 16:15) 


同じ よう に 、 地 質 構 造 学 の 
現代 理論 は 、 山 に 地球 を 安定 
させ る 働き が ある こと を 認 
て いる 。 地球 を 安定 させ る 
山 の 機能 に 関す る この 情報 は 、 
地質 構造 学 で は 1960 年 代 後半 
以降 に な っ て 初め て 理解 され 
て きた の で ある 『。 


預言 者 へ ハハ ンマ ド 誠 の 時 
代 に 、 山 の 本 当 の 形 を 知っ て いる 者 が いた で あろ うか 。 科学 
者 が 主張 する よう に 、 自 分 の 目 の 前 に ある 大 き な 塊 の よう な 
山 が 、 実 際 に は 地 中 深 く 潜 り 、 根 が ある こと を 想像 で きる も の 
が いた で あろ うか 。 現代 の 地質 学 は 、 ク ルアー ン の 内 容 が 真 
実 で め る こと を 認め て いる 。 


C) 宇宙 の 起源 に 関す る クル アー ン 


現代 宇宙 科学 は 、 観測 お よび 理論 の いずれ に お いて も 、 宇 
宙 全 体 が ある 時 点 で 、 煙 の 塊 ( 不 透明 で 密度 の 高い 、 高 温 の ガ 
ス ) "で あっ た こと を 解明 し て いる 。 これ は 現代 宇宙 学 の 
基本 原則 と し て 、 論 駿 さ れる 余地 の な い 事 実 で ある 。 科学 者 
達 は 、 こ の 煙 の 残留 か ら 新 し い 星 が 形成 され る 様子 を 観察 す 
る こと が で きる ( 図 10 と 図 11 を 参照 )。 


16 The Geological Concept of Mountains in the Quran [クル アー ン に お 
ける 山 の 地質 学 的 概念 ]、5 真 。 
17 The First Three Minutes, a Modern View of the Origin of the 

Umiverse [最初 の 三 分 間 、 の 起源 に 関す る 現代 の 見 解 ] ワイ ン バ ー 
グ (Weinberg) 著 、94-105 頁 。 


- 9 の 1 - 
図 10: 全 宇 
宙 の 発生 源 
で ある 煙 の 
残留 物 の ガ 
ス と 塵 ( 雲 
上 浮遊 物 ) 
か ら 形 成 さ 
れ た 新しい 
星 (The 
Space Atlas 
[ 宇宙 アト 
ラス ] 、 ヒ 
二 ザー“ 
ン ベ ス ト 

( Heather 
& Henbest ) 
共著 、50 
具 。) 


11: ラグ ー ン 星雲 は ガス と 塵 の 雲 で ある が 、 直 径 は 約 60 
光 年 で ある 。 星雲 は その 塊 の 中 で 最近 形成 され た 高温 の 星 
の 赤外線 放射 に よっ て 励起 され た 。 0 Exploring the 
Universe[ ホラ イ ゾ ン ズ 、 宇 宙 を 探検 する ]、 ズ ( Seeds ) 
著 、9 版 、 天 文学 研究 大 学 協会 ) 


夜空 に 輝く 星 は 、 宇 宙 全 体 と 同じ よう に 「 煙 」 の 物質 の 中 
に ある 。 神 は クル アー ン の 中 で 仰せ られ た 。 


を それから か れ は まだ 煙 で あっ た 天 に 転 し られ た め 
(クル アー ン 41:11) 


天体 (太陽 、 月 、 星 、 惑星 、 星 雲 な ど ) と 地球 は この 同じ 「 煙 」 
か ら 形 成 さ れ て いる た め 、 天体 と 地球 は 一 つ に まとまっ た も 
の で あっ た と 結論 付け られ る 。 そ し て 、 こ の 同質 の ! 煙 」 か ら 
それ ら は 形成 され 、 お 互い に 離れ て いっ た の で ある 。 神 は クル 
アー ン の 中 で 述べ られ て いる 


a 283 記 
を 信仰 し な い 者 た ち に は 分 か ら な い の か 。 天 と 
地 は 、 一 緒 に 合わ さっ て いた が 、 わ れ は それ を 分 
けた (クル アー ン 21.:30) 


アル フレ ッ ド ・ ク ロー ナ (Alfred Kroner) 博士 は 世界 的 に 
著名 な 地質 学者 で あり 、 ド イツ の マイ ン ツ に ある ヨハ ネス ・ グ 
ー テ ンベルグ 大 学 の 地球 科学 協会 地質 学部 会 長 で あや る 。 そ の 
彼 が 次 の よう に 言っ た 。「 ム ハン マ ド が どこ か ら 来 た か を 考 
える と 、. . . 彼 が 宇宙 の 共通 の 起源 に つい て 知り えた と は 
考え られ な い 。 これ は 、 科 学者 達 が 非常 に 複雑 で 高 性 能 な 技 
術 方 法 を 使っ て 、 こ こ 数 年 に な っ て 初め て 発見 し た 事実 な の 
で ある 。」『 。 彼 は また 次 の よう に 述べ た 「1400 年 前 に 核 物 
理学 に つい て 何 も 知 ら な い 者 が 、 自 分 の 考え だ け で 地球 と 天 
体 の 起源 が 同じ で ある と 発見 で きる 立場 に あっ た と は 考え ら 
れ な い 。」“ 


D) 大 脳 に 関す る クル アー ン 


神 は クル アー ン の 中 で 、 預 言 者 ムハンマド に カー バ 
で の 礼拝 を 禁じ た 邪悪 な 不信 心 者 に つい て 、 仰 せら れ た 。 


断 し て そう で は な い 。 も し か れ が 止め な いな 
ら ば 、 わ れ は ナ を ヤ (前 豆 部 ) で か れ を 捕まえ 
る で あろ う 。 嘘 つき で 、 罪 深い ナ と 子 (前 豆 


部 ) ! (クル アー ン 96:15-16) 


クル アー ン は 、 ど うし て 前 頭 部 を 嘘つき で 人 罪深い と 説明 す 
る の で あろ う 。 ク ルアー ン は な ぜ そ の 人 間 が 嘘つき で 罪深い 


18 この 言葉 は js zs the 7z 太 [これ が 真実 で ある ] (ビデ オ テ ー ブ プ ) を 参 
照 。 こ の ビデ オ テ ー プ の コピ ー は www.islam-guide.com/truth 
19 This 7s the Truth [これ が 真実 で ある ] (ビデ オ テ ー ブ )。 
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と 言わ な い の で あろ う 。 前 頭 部 と 、 嘘 つき で 罪深い こと と の 
間 に 関係 は ある の だ ろう か 、。 


前 頭 部 の 頭蓋 骨 を 見 る と 、 大 脳 の 前 頭 葉 が ある の が 分 か る 
( 図 12 を 参照 )。 生 理学 で は 、 こ の 部 位 の 機能 に つい て どの よ 
うに 説明 し て いる の だ ろう か 。 Essentials of Anatomy 
&Physiology [解剖 学 お よび 生理 学 の 本 質 ] と いう 題 の 著書 
で は 、 こ の 部 分 に つい て 、「 動 作 を 計画 し 、 始 め る た め の 動 機 
付け と 予見 は 前 頭 葉 の 前 部 で 起こ る 。 こ こ は 連 合 皮 質 の 部 位 
で ある . .」? と し 、 こ の 著書 に よる と 、「 動 機 と の 関わ り に 
関連 し て 、 前 頭 部 は 攻撃 の 機能 的 中 心 で も る と 見 な され て い 
Al ao 


この よう に 、 大 脳 の この 部 位 は 善い 行い と 悪い 行い を 計画 
し 、 実 行き せる 。 ま た 嘘 を つい た り 、 真実 を 語る の も この 部 
位 が 担っ て いる 。 まさ に クル アー ン が 、 「.. 嘘 つき で 、 罪 
深い ナ と を 了 (前 頭 部 ) !」 と 述べ て いる よう に 、 前 頭 部 を 嘘 つ 
き で 罪深い と いう の は 的 を 得 て い る 。 


20 Fssentials of Anatomy & Physiology [解剖 学 と 生理 学 の 本 質 ]、 シ 
レイ ( Seeley) 他 共 著 、211 頁 。 また The Human Nervous System [人 
間 の 神経 組織 ]、 の (Noback) 他 共 著 、410-411 頁 を 参照 。 

21 Essentials of Anatomy & Physiology [解剖 学 と 生理 学 の 本 質 ]、 シ 
レイ (Seeley) 他 共 著 、211 頁 。 
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ー 次 聴覚 度 飛 


12: 大 脳 皮質 の 左 半球 の 機能 部 位 。 前 頭 部 は 大 脳 皮質 の 前 部 に あ 
る 。 (Essentials of Anatomy & Physiology[ 解剖 学 と 生理 学 の 本 質 ] 、 
シー レイ ( Seeley ) 他 共 著 、210 頁 。) 


キー ス ・ ム ー ア 教授 に よる と 、 科 学者 ! + 前 豆 華 の これ ら の 
機能 に つい て 60 年 前 に 発見 し た ば か り で ある 。 


22 47- 太 gz al-Elmy fee al-Naseyah (The Scientific Miracles in the Front 
of the ea の [前頭 部 に 関す る 科学 的 奇跡 ]、 ム ー ア (Moore) 他 共 著 、41 
頁 。 
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E) 海 と 川 に 関す る クル アー ン 


現代 科学 は 、 二 つの 異な る 海 が 出会う 場所 の 間 に 、 了 障壁 が 
ある こと を 発見 し た 。 この 障 璧 は 二 つ の 海 を 分 離 し 、 そ れ ぞ 
れ の 海 の 温度 、 塩 分 、 濃 度 が 異な る 。6 た と えば 、 地 中 海 の 
水 は 大 西洋 の 水 と 比べ る と 温暖 で 、 塩 分 が 多く 、 濃 度 が 低 
い 。 地中海 の 水 が ジ ブラ ル タ ル の 土台 の 上 を 通っ て 大 西 泊 
に 入る と 、 本 来 の 温度 と 塩分 、 少 な い 密度 の まま で 深度 1000 
メー トル を 数 百 キ ロメ ー ト ル 移 動 す る 。 地中海 の 水 は こ の 
深 さ で 安定 する 。( 図 13 を 参照) 


hr 


本 信 。。 。 地 


大 西洋 の 海 ホ 
| 350 上 も 著 い 后 分 


13: 温暖 で 、 塩 分 が 多く 、 濃 度 の 低い 地中海 の 海水 が ジブ ラル タ 
ル の 土台 の 上 か ら 大 西洋 に 流れ て いく 。 そ れ は 二 つ の 海 に 分 ける 障 
壁 が ある た めで ある 。 温度 は 摂氏 (^C と ) で 示さ れ て いる 。 (Marine 
Geology[ 海洋 地質 学 ] 、 キ ュー ネン (Keunen)、43 頁 。 若 干 補足 し 
で て ゆる 。、 ) 


これ ら の 海 の 中 に は 大 渡 、 激 流 や 潮流 が ある が 、 互 い に 交 
じ り 合 っ た り 、 こ の 障壁 を 越え を る こと は な い 。 


23 Principles of Oceanography [海洋 学 の 原則 ]、 デ イビス (Davis) 、 92-98 


24 Principles of Oceanography [海洋 学 の 原則 ]、 デ イビス (Davis)、93 


Ro 


- ク 7 - 
聖 ク ルアー ン に よる と 、 二 つの 海 の 間 に 障壁 が あり 、 そ れ 
ら は 合流 し て も 、 境 界 に 越え る こと は な い 。 神 は 仰せ られ た 。 


か れ は つの 海 を 一 緒 に 合流 させ られ る 。 
両者 の 間 に は 障壁 が あり 、 一 方 が 他方 を 制圧 す 


る こと は な い 。 基 (クル アー ン 55:19-20) 


し か し クル アー ン は 真水 と 海水 の 隔壁 に つい て 、 障 壁 の 中 
に 「 完 全 な 分 離 帯 」 が ある と 述べ て いる 。 神 は クル アー ン の 
中 で 次 の よう に 仰せ られ た 。 


電 か れこ そ は 、 二 つの 海 を 分 け 隔 て られ た 御方 
で ある 。 一 方 は 甘く し て 冒 い 、 他 方 は 塩辛 く て 
苦い 。 か れ は 両者 の 間 に 障 壁 と 完全 に 分 離す る 


隔壁 を 設け られ た 。 (クル アー ン 25:53) 


クル アー ン は 真水 と 海水 の 間 の 隔壁 に つい て 述べ て いる 
に も か か わら ず 、 何 故 ニ つの 海 の 間 の 隔壁 に つい て 述べ て い 
な い の か 疑問 に 思う か も し れ な い 。 


現代 科学 で は 、 淡 (甘い ) 水 と 海水 が 合流 する 河口 で は 、 
二 つ の 海流 が 合流 する 場所 で 見 られ る 状況 と 若干 異な っ て い 
る こと が 発見 され て いる 。 河口 で 淡水 と 海水 を 分 離す る も の 
は 、「 二 つの 層 を 分 離し 、 不 連続 に 著しく 濃度 の 異な る 比重 
躍 層 で ある 。」 この 仕切 り (分 離 帯 ) は 淡水 、 海 水 の い ず 
れ と も 塩分 の 濃度 が 異な っ て いる 。 ダ ( 図 14 参照 )。 


25 Qceanography [海洋 学 ]、 グロ ス (Gross) 、 242 真 。 ま た Introductory 
Oceanography [海洋 学 入門 ]、 サー マン (Thurman) 、 300-801 頁 を 参照 。 
26 Oceanography [海洋 学 入 門 ]、 グ ロス (Gross) 、244 真 お よび 
Introductory Oceanography[ 海 洋学 入門 ]、 サ ー マ ン (Thurman) 、800-301 


Ro 
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河口 


淡水 (河川 ) | 了 誤 (分 将 ヴ ゾー ツン) | 


箇 直 | に 漫 さ ざる 
図 14: 縦 の 分 割 は 河口 で の 塩分 の 濃度 ( 千 分 の 1 単位 ) を 示し て い 
る 。 淡水 と 海水 の 間 の 仕切 り ( 分 離 帯 ) が 示さ れ て いる 。 
(tntroductory Oceanography [ 海洋 学 入門 ] 、 サ ー マ ン ( Thurman ) 
著 、 301 頁 、 若 干 の 補強 あり ) 


この 情報 は 温度 、 塩 度 、 濃 度 、 酸 素 分 離 度 な ど を 測定 する 高 
性 能 の 機器 を 使っ て 、 近 年 に な っ て 初め て 発見 され た の で あ 
る 。 肉 眼 で は 、 合 流す る 二 つ の 海 の 違 い を 見 る こと は で き な 
い 。# し ろ 二 つの 海 は 一 つの 同じ 海 に 見 える 。 同じ よう に 、 
河口 で 三 つ の 種類 の 水 、 淡 水 ・ 海 水 ・ 仕 切り (分 離 帯 ) に 別 
れ て いる 様子 を 肉眼 で 見 る こと は で き な い 。 


E) 深 海 と 海中 の 波 に 関す る クル アー ン 


神 は クル アー ン の 中 で 仰せ られ て いる 。 


ょ た ( 直 信 心 者 の 状態 は ) 、 深 海 の 暗黒 の よう 
な も の で ある 。 そ の 上 に 波 が あり 、 そ の 上 を さら 
こ 雲 が 覆っ て いる 。 暗黒 の 上 に 暗黒 が 重なる 。 
人 が 手 を 差し 伸 べ て も 、 そ れ を 見 る こと が で き な 


い か (クル アー ン 24:40) 
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この 節 は 深海 や 大 洋 の 中 の 暗 痢 に つい て 述べ て いる 。 
そこ で は 人 が 手 を 伸ばし て も 見 る こと が で き な い 。 


深海 や 大 洋 の 暗黒 は 水深 200 メー トル 以下 の と ころ に ある 。 
この 深 さ で は 、 殆 ど 光 が な い ( 図 15 を 参照 )。 水深 1000 メ 
ー ト ル で は 、 光 は 皆無 で ある 。 ダ 人間 は 潜水 艦 や 特別 な 装置 
が な いと 水深 40 メー トル 以上 潜る こと が で き な い 。 大海 で 
暗黒 と な る 水深 200 メー トル の よう な 深海 で は 、 人 間 は 何ら 
か の 助け な し に は 生存 で き な い 。 


図 15: 太陽 光線 は その 3 - 30 パー セン ト が 反射 する 。 そ し て 7 色 
の 光 ス ペク トラ ム は 青色 光線 以外 、 ほ と ん ど 全 て の 光線 が 次 々 と 
水深 200 メー トル の 中 に 吸収 され る 。 (Oceggl 大 洋 ]、 エ ル ダ ー・ 
パー ネッ タ ( Elder & Pernetta ) 共著 、27 頁 ) 


27 Oceans [大 洋 ]、 エ ル ダ ー・ パ ー ネ ッ タ (Elder & Pernetta) 共著 、27 
頁 。 
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科学 者 達 は 近年 に な っ て 、 特 別 装置 や 潜水 艦 を 使っ て 大 洋 
の 深海 に 薄れ る よう に な っ て か ら 初 め て 、 こ の 暗黒 を 発見 し 
た の で ある 。 


また 既に 取り 上 げた クル アー ン の 以下 の 節 か ら 理 解 で き 
る 。 「.. 深海 の ・・・ その 上 に 波 が あり 、 そ の 上 を さら に 
雲 が 覆っ て いる 。....」 海 や 太陽 の 深海 は 波 で 狼 わ れ 、 そ の 
波 の 上 に また 波 が ある 。 すなわち 私 達 が 見 て いる 波 は 表面 
の 波 な の で ある 。 な ぜ な ら こ の 節 で は 、2 番目 の 波 の 上 に は 雲 
が ある と 述べ られ て いる 。 それ な ら 1 番目 の 波 は どう な っ た 
の だ ろう か 。 科学 者 達 は 最近 、「 濃 度 の 異な る 層 が 合流 する 
と ころ で 発生 する 」 ダ 海中 の 波 が ある こと を 発見 し た ( 図 16 
を 参照)。 


高密 度 水 


低 密度 水 

透視 図 

16: 濃度 の 異な る 二 つ の 水 層 の 界面 で 起こ る 海中 の 波 。 下 の 層 

は 濃度 が 高く 上 の 層 は 濃度 が 低い 。 (Oceanography[ 海洋 学 ] 、 グ 
ロス ( Gross ) 著 、204 頁 。) 


28 Oceanography [海洋 学 ]、 グ ロス (Gross) 、205 頁 。 
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海中 の 波 は 海 や 大 洋 の 深海 を 覆っ て いる が 、 そ の 理由 は 、 
その 深海 が その 上 に ある 海水 より も 濃度 が 高い か ら で あ る 。 
海中 の 波 は 水面 上 の 波 の よう に 機能 する 。 そ れ ら の 波 は 、 表 
面 の 波 と 同じ よう に 途絶 える こと が ある 。 海 中 の 波 は 肉眼 で 
見 る こと が で き な い が 、 あ る 一 定 の 場所 で は 、 温 度 や 塩 度 の 変 
化 を 調べ る こと に よっ て 検知 する こと が で きる 。 


G) 雲 に 関す る クル アー ン 

科学 者 は 雲 の 種類 を 研究 し 、 雨 雲 は 風 と 雲 の 種類 に 関連 し 
に 一 定 の シス テム と 段階 に 従っ て 形成 され る こと を 解明 し 
だ 。 


雨天 の 一 つが 積乱雲 で ある 。 和 気象 学者 は この 積乱雲 が ど 
の よう に 形成 され 、 そ れ が 雨 や 直 や 稲妻 を どの よう に 作り 1H 
すか を 研究 し た 。 


上 上 


気象 学者 は 積乱雲 が 次 の 段階 に よっ て 、 雨 を 作り 出す こと 
を 発見 し た 。 


1) 雲 は 風 で 流さ れる 。 積 乱 宏 は 、 風 が 雲 の 小片 ( 積 雲 ) 
の 収束 地域 に 押し や る 時 に 形成 し 始め る 。( 図 17 て 18 
を 参照 ) 


ビー 


29 Oceanography [海洋 学 ]、 グ ロス (Gross) 、205 頁 。 


1948-2152 Z 1967 生 9 月 17 則 | 


17: 衛星 写真 で 雲 が 収束 地域 B、C、D に 移動 する 様子 が 見 え 
る 。 矢印 は 風向 を 示す 。 (77e の se of Satellite Pictures 7 
Weather Analysis and Forecasting [ 気象 分 析 と 予測 に お ける 衛 
星 写真 の 利用 ] 、 アン ダー ソン ( Anderson ) 他 共 閉 、188 真 。 ) 


18: 雲 の 小片 ( 積 雲 ) が 大 き な 積 乱雲 の ある 収束 ソー ン に 集 ま 
る 。 (Clouds and Storms [ 雲 と 嵐 ] 、 ル ドラ ム ( Ludlam ) 、 プ 
レー ト 7.4.) 
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2) 接合: それ か ら 小 さ な 雲 が 接合 し 、 大 き な 雲 を 形 
成す る 。 " ( 図 18 て 19 を 参照 ). 


(A) 拉 し た 積雪 


19: (A) 分 離し た 雲 の 小 片 ( 積 雲 ) (B) 小さ な 雲 が 集まる と 、 
大 き な 雲 の 中 で 上 昇 気流 が 高まる た め 、 雲 が 重なる 。 水滴 は ・ で 
示さ れる 。( 7he Atmosphere[ 大 気 ]、 アン セス ( Anthes ) 他 共 著 、 
269 買 ) 


30 hme Atmosphere [大 気 ]、 ア ン セ ス (Anthes) 他 共 著 、268-269 買お 
よび Elements of Meteorology [気象 学 の 基本 ]、 ミ ラー・ ト ンプ ソン 
(Miller & Thompson) 共著 、141 買 を 参照 。 
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3) 積 重ね : 小さ な 雲 が 集まる と 、 大 き な 雲 の 中 で 上 昇 気流 
が 高まる 。 雲 の 中 心 に 近い 上 昇 気流 は 端 に 近い も の より も 強 
い 。 これ ら の 上 昇 気流 に よっ て 、 宏 が 垂直 に 大 きく な る 
こめ 、 雲 が 積み 重なっ て いく 。( 図 19 (B) 、 図 20、 図 21 を 参 
照 )。 雲 が 垂直 に 形成 され る た め 、 大 気 の 准 た い 地 域 へ と 広 
が っ て いき 、 そ こ で 水滴 と 填 が 形成 され 、 次 第 に 大 きく な る 。 
これ ら の 水滴 と 坊 が 重く な り 、 上 昇 気流 が 支え きれ な く な る 
と 、 雨 や 堆 な ど が 、 圭 か ら 落 ち 始 め る 。” 


20: 積乱雲 。 雲 が 積 
み 重 な っ た 後 、 雨 が その 
中 か ら 出 て くる 。 
(Weather and Climate 

[ 気象 と 天候 ] 、 ボ ポー テ 
ィ ン ( Bodin ) 著 、123 
具 。) 


神 は クル アー ン で 湊 の よう に 仰せ られ た 。 
あな た が た は 見 な いか 。 神 は 優し く 雲 を 
動か し 、 そ し て それ ら を 相 い 合わ せ 、 そ れ ら を 積 
重ね 、 や が て その 中 か ら 雨 が 降る の を 。 
(クル アー ン 24:43) 


31 上 昇 気流 は 、 雲 の 外部 に よる 冷却 効果 か ら 保護 され て いる た め 、 中 心 に 
近く な る ほど 強く な る 。 
32 he Atmosphere [大 気 ]、 ア ン セ ス (Anthes) 他 共 著 、269 頁 お よび 


で 


Elements of Meteorology [気象 学 の 基本 ]、 ミ ラー・ ト ンプ ン ソン (Miller & 
Thompson) 共著 、141-142 頁 を 参照 。 
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21: 積 乱 
雲 (4 
Colour 
Guide to 
Clouds [ 雲 
の 色 付 ガ イ 
ド ]、 ス コ 
アラ ー* ワウ 
ェ ク ス ラー 
( Scorer & 
Wexler ) 共 
著 、 23 頁 。 ) 


気象 学者 が 、 飛 行 機 、 衛 星 、 コ ンピュータ 、 気 球 な ど 最 新 
の 装置 を 駆使 し て 、 風 と その 方 向 を 調べ 、 湿 度 と その 変化 を 
測定 し 、 気 圧 の レベ ル と 変化 を 決定 し て 、 雲 の 形成 、 構 造 、 機 能 
を 知る よう に な っ た の は 、 ご く 最 近 の こと で ある 。 


次 の 節 は 、 雲 と 雨 に つい て 述べ た 後 、 堆 と 稲妻 に つい て 述 
べ て いる 。 


また 空 の 中 の 山 ( 雲 ) か ら 寺 を 降ら せ 、 
お 好み の 者 を それ で 撃ち 、 お 好み の 者 を 避け られ 
る 。 稲妻 の 激しい 関 き は 、 本 当 に 目 を 奪 お うと 


する 。 か (クル アー ン 24:43) 


「.. また か れ は 空 の 中 の 山 ( 雲 ) か ら 零 を 降ら せ 、..….」 と 
クル アー ン で 述べ られ て いる と お り 、 気 象 学者 は 、 寺 を 降ら せ 


33 Eejaz al-Quran al-Kareem fee Wasf Anwa al-Riyah, al-Sohob, 
al-Matad イ ジャ ー ザ ル ・ ク ルアー ン ・ ア ル ・ カ リー ム ・ フ ィ ー・ ワ シュ フ ・ ア 
ン ワ ・ ア ル ・ リ ヤ ド 、 アル ・ ソ ツー ホブ 、 アル ・ マ タル ]、 マッ キー ( Makky) 
他 共 著 、55 真 を 参照 。 
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る この 積乱雲 が 、 山 の よ うに 7600 て 9100 メー トル (7.6~9. 1 
キロ ) の 高 さ に な る こと を 発見 し た 。“\( 図 21 を 参照 )。 


この 節 に は 疑問 が 生じ る か も しれ な い 。 こ の 節 は 直 に 関 
連 し て な ぜ 、 稲 妻 と する の だ ろう か 。 す な わ ち 審 が 稲妻 を 作 
り 出す 主 な 要因 な の だ ろう か 。 そこ で Meteorology Today 
[今日 の 気象 学 ] と いう 題 の 本 の 中 で 、 ど の よう に 書か れ て 
いる か 調べ て みよ う 。 有 需 が 、 非 常に 冷却 され た 水滴 と 氷 の 結 
草 で で きた 雲 の 中 を 通 山 する 時 に 、 雲 が 感電 する と 書か れ て 
いる 。 


水滴 が 直 の 粒 と 衝突 する と 、 く っ つい て 固まり 潜熱 を 放出 
する 。 そのため 需 の 粒 の 表面 は 氷 の 結 唱 の 回 り よ り も 暖か く 
な る 。 者 の 粒 が 凍り の 結 昔 と 接触 する と 、 重 要 な 現象 が 起こ 
る 。 電子 が 准 た い 物 質 か ら 暖 
か い 物 質 に 流れ る 。 こう し て 、 
鶴 の 粒 は 負 電 荷 に な る 。 極端 
に 冷却 され た 水滴 が 雲 の 粒 と 
接触 し た と き 同 じ こ と が 起こ 

り 、 正 電荷 の 小さ な 水 の 粒 が 壊 
れる 。 この 軽い 正 電 荷 の 分 子 
は 上 昇 気流 に よっ て 雲の上 に 
運ば れる 。 負 電 荷 の まま で あ 
る 需 は 雲 の 下 に 落ち る た め 、 雲 
の 下部 は 負 電 荷 に な る 。 これ 
ら の 負 電 荷 は 稲妻 や と し て 放電 
され る の で ある 。 この こと か 
ら 、 需 が 稲妻 を 作り 出す 主 な 要 
因 で ある と いえ る 。 


et 最近 に な っ て 発見 され た 。 西 
暦 1600 年 まで は 、 気 象 学 に 関す る アリ スト テレ ス の 見 解 が 優 
震 で あっ た 。 た と えば 、 彼 は 大 気 の 中 に は 二 つ の 気象 現象 、 


34 Elements of Meteorology [気象 学 の 基本 ]、 ミ ラー・ ト ンプ ソン (Miller 
鐘 Thompson) 共 著 、141 頁 。 
35 Meteorology 75gg ァ [今日 の 気象 学 ]、 ア ー レ ンス (Ahrens) 著 、437 頁 。 
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湿気 と 乾燥 が ある と 述べ た 。 また 彼 に よる と 、 雪 は 電気 が 周 
HH の 雲 と ぶつ か り 合 う 音 で あり 、 稲 妻 は 電気 が ご く 僅 か の 
炎 や で 点火 し 燃え る た めで ある と 述べ て いる 。 これ は 1400 
EE 前 に クレ ルアー ン が 啓示 され た 時 代 に 優性 で あっ た 気象 学 の 
考え 方 で ある 。 


団 


H) 聖 ク レア ー ン の 科学 に 関す る 奇跡 
に つい て の 科学 者 の コメ ント 


聖 ク レア ー ン の 科学 に 関す る 奇跡 に つい て の 科学 者 の コ 
メン ト が 以下 に 示さ れ て いる 。 これ ら の コメ ント は 全て 、 
This 7s the Truth [これ が 真実 で ある ] と いう 題 の ビデ オ テ 
ー プ か ら 抜 粋 し て いる 。 この ビデ オ テ ー プ で は 、 科 学者 が 
実際 に コメ ント を 述べ て いる 様子 や 肉声 を 聞く こと が で き 
る 。 (この テー プ の コピ ー を 見 る に は 、 
www. islam-guide. com/truth に アク セス し て くだ さい 。) 


1) T. V. N. ペル サウ ド (T.V.N Persaud) 博士 は カナ ダ の マ 
ニ ト バ 、 ウ ィ イ ニ ベ グ に ある マニ トバ 大 学 の 解剖 学 、 小児 科 ・ 
児童 健康 学 の 教授 で あり 、 ま た 産婦 人 科 、 再 生 科 学 の 教授 で あ 
る 。 ペル サウ ド 教 授 は この 大 学 で 解剖 学部 長 を 16 年 間 務 
め 、 この 分 野 で は 著名 で ある 。22 冊 の 教科 書 を 執筆 ・ 編 集 
し 、 181 以上 の 科学 論文 を 発表 し て いる 。 1991 年 、 解剖 学 の 
分 野 で は カナ ダ で 最も 優れ た 賞 で ある カナ ダ 解 剖 学 学会 
J.C.B 最 優秀 賞 を 受賞 し た 。 彼 が 研究 し た クル アー ン の 科 
学 に 関す る 奇跡 に つい て 尋ね られ た 時 、 次 の よう に 答え た 。 


「 開 く と ころ に よる と 、 ム ハン マ ド は 普通 の 人 で あっ た 。 
彼 は 読む こと が で きず 、 文字 も 知ら な か っ た 。 事実 、 彼 は 文盲 
で あっ た 。 そし て 私 達 は 1200 年 [実際 は 1400 年 ] 前 の こと 
を 話し て いる の で ある 。 当時 文言 の 人 間 が 科学 的 な 性 質 に 


36 The Works of Aristotle Translated into English: Meteorologica [アリ スト テ 
レス 著作 集 英 訳 : 気象 学 ] 第 3 巻 、 ロ ス (Ross) 他 共著 、369a-369b 頁 。 
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つい て 驚く ほど 正確 な こと を 発表 し て いる の で ある 。 私 は 
個人 的 に は これ が 単なる 偶然 で も や る と は 思え な い 。 あま り 
に も 多く の こと が 正確 で ある た め 、 ム ー ア 博士 と 同じ よう に 
彼 に この よう な 発言 を させ た も の が 神 の お 告げ また は 暦 示 で 
あっ た と する こと に 、 何 ら 矛盾 を 感じ な い 。」 


ペル サワ ウド 博士 は 彼 の 著書 の 一 部 に クル アー ン の 節 と 預 
言 者 ムハンマド 中 の 言葉 を 引用 し て いる 。 また これ ら の 
節 と 預言 者 ムハンマド : 北 の 言葉 を 会 議 で も 発表 し て いる 


2) ジョ ー・ レ イ ・ シ ンプ ソン (Joe Leigh Simpson) 博士 は 米 
国 テ キサ ス の ヒュ ー ス トン に ある ベイ ラー 医科 大 学 の 産婦 人 
科 部 の 教授 で あり 同 部 長 、 分 子 ・ 人 類 遺 伝 学 の 教授 で ある 。 彼 
は 以前 、 米 国 テ ネ シ ー 州 メン フィ ス の テネシー 大 学 産婦 人 科 
教授 で あり 、 産 婦人 科 部 の 部 長 で あっ た 。 また 米国 不妊 治 
療 学会 の 理事 長 も 務め た 。 彼 は 、1992 年 に 受賞 し た 産婦 人 
科 教授 協会 一 般 認識 賞 を 含め 、 多 く の 賞 を 受賞 し て いる 。 シ 
ンプ ソン 教授 は 預言 者 へ ハン マ ド 誠 の 次 の つの 言葉 を 研 
完 し た 。 


{あな た が た の だ れ も が 、40 日 間 母 親 の 胎内 で 、 あ な た が 
た の 各部 が 集め られ る ..…}" 


{胎児 が 42 日 間 経過 する と 、 神 が 天 使 を 送り 、 そ の 天使 が 
胎児 の 形 を 作り 、 聴 覚 、 視 覚 、 皮 膚 、 肉 、 骨 を 創る ....}” 


シン プン ソン 博士 は 預言 者 へ ハン マ ド の この 二 つ っ の 言 
葉 を 広範 囲 に わた っ て 研究 し 、 胎 児 形成 で 最初 の 40 日 間 が 明 
確 に 区 別 で きる 段階 で や る こと に 注目 し た 。 特に 彼 は 、 預言 


37 6g カ ee ヵ 7zs777y[ サ ヒー フ ・ ム スリ ム ]#2643 及び Saheeh AI-Bukhari 
[ サ ヒ ー フ ・ ブ ハリ ] #3208 の 伝承 。 

注 : 本 文 で の 特別 な 括弧 .J は 預言 者 湊 包 の 言葉 を 訳し た も の で あ 
る 。 また 脚注 で 使わ れ て いる 記号 # は adeeth [ハディース] の 番号 
を 示し て いる 。 ヵ ggee 妨 [ハデ ィ ー ス ] は 預言 者 ムハンマド 張 の 教 友 
に よっ て 、 彼 の 言動 や 認め た こと を 伝え た 信頼 で きる 記録 で ある 。 

38 Saheeh Muslzkm [ サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム ] お 2645 の 伝承 。 
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者 ムハンマド 9 襲 の 言っ た こと が 非常 に 正確 で や る こと に 感 
銘 し た 。 ある 会 議 で 、 彼 は 次 の よう な 意見 を 述べ た 。 


「 取 り 上 げた 二 つ の ハデ ノー ズ (預言 者 へ ハハ ンマ ド 貴 

の 言行 録 ) か ら 、 40 日 以前 の 主 な 胎生 学 的 発達 の 特別 な 予定 
表 が 明らか に な り ま し た 。 この ハデ ィ ー ス が 、 書か れ た 時 代 
に 広がっ て いた 科学 的 な 知識 を 元 に 得 ら れ た も の で は な いこ 
と を 、 他 の 講演 者 が 繰り 返し 明らか に し た と 思い ます . . . 
それ は 、 遺 伝 学 と 宗教 の 間 に 対立 が な い ば か り で な く 、 宗 教 が 
伝統 的 な 科学 的 方 法 に 啓示 を 与え る こと に よっ て 、 科 学 を 先 
導 で きる と いう こと だ と 思い ます 。 ク ルアー ン の 中 に は 数 世 
紀 後 に な っ て 初め て 、 正 し いと 分 か っ た 言明 が あり 、 こ の 事実 
は 、 ク ルアー ン が 神 か ら 記 示さ れ た も の で ある こと を 支持 し 
て いま す 。」 


3) イー・ マ ー シ ャ ル ・ ジ ョ ン ン ソン (E. Marshall Johnson) 
博士 は 米国 ペン シル バニ ア 州 フィ ラ デ ル フィ ア の トー マス ・ 
ジェ ファ ー ン ソン 大 学 の 解剖 学 発生 生物 学 の 名 准 教 授 で あ 

る 。 彼 は その 大 学 で 解剖 学 の 教授 、 解剖 学部 長 、 ダ ニ エ ル ・ 
ボー 研究 所 所 長 を 22 年 間 務 め た 。 彼 は 奇形 学会 の 会 長 で も 
あっ た 。 また 200 冊 以 上 の 出版 物 を 出し て いる 。 1981 年 
サウ ジア ラビ ア の ダン マン で 開か れ た 第 7 回 医学 会 議 の 際 、 
ジョ ン ン ソン 教授 は 彼 の 研究 論文 の 発表 で 次 の よう に 述べ た 。 


「 要 約 : クル アー ン は 創造 と 発生 の 外形 の 発達 だ け で は な 
く 、 胎 内 の 発育 段階 を 説明 し て お り 、 現 代 科学 に よっ て 誰 識 さ 
れ た 重大 な 事実 を 強調 し て いる 。」 


また 彼 は 次 の よう に 述べ た 。 「 私 は 科学 者 と し て 、 自 分 が 
見 る こと の で きる 特定 の こと し か 扱う こと が で きま せ 
ん 。 胎生 学 と 発生 生物 学 を 理解 し 、 クルアーン か ら 翻 訳 さ 
れ た 言葉 を 理解 する こと も で きま す 。 先ほど 例 を 挙げ た よ 
うに 、 あ の 時 代 に 自分 が も ど さ れ た と し て も 、 今 私 が 知っ て い 
る こと と 説明 きれ て いる こと を 知っ て いた と し て も 、 ク ル ア 
ー ン の 中 で 説明 され て いる こと を 説明 で き な か っ た で し ょ 
う 。 この 事実 に つい て 、 ムハンマド と いう 個人 が どこ か か ら 


この 情報 を 作り 上 げた に 違い な いと いう 考え 方 を 論 双 する た 
め の 証 拠 が 見 当ら な い の で す 。 だ か ら こ そ 、 彼 が 書き えた こ 
と に は 神 の 関与 が あっ た と いう 考え 方 に 何ら 異論 は あり ませ 
ル ん 39 


4) ウィ リア ム ・ ヘ へ ヘイ (Wil1iam W. Hey) 博士 は 著名 な 海洋 学者 
で ある 。 彼 は 米国 コロ ラド 州 ボ シル シダー の コロ ラド 大 学 地質 
科学 の 教授 で ある 。 彼 は 以前 、 米 国 フ ロリ ダ 州 マイ アミ の 
マイ アミ 大 学 海洋 大 気 科 学 ロ ー ゼ ン シ ャ ル 学 部 長 で あっ 
た 。 海 に つい て 最近 発見 され た 事実 が クル アー ン に 述べ ら 
れ て いる こと を 、 へ ヘイ 教授 は 次 の よう に 述べ た 。 


「 こ の よう な 情報 が 古代 の 聖 ク ルアー ン に 書か れ て いる 
こと は 非常 に 興味 深い 。 こ の 情報 が どこ か ら 得 られ た の か を 
知る 方 法 は な い が 、 そ れ が クル アー ン の 中 に あり 、 こ の 研究 が 
その 中 の 意味 を 発見 し つづ け て いる こと は 非常 に 興味 深 
い 。」 そし て 彼 が クル アー ン の 情報 源 を 尋ね られ る と 、 次 
の よう に 答え た 。「 そ れ は 聖なる 存在 に ちがい な いと 思う 。」 


5) ジェ ラル ド ・ ジ ョ ー リ ン ガ ー(GeraldG. Goeringer) 博士 
は 米国 ウシ ン ン トン の ジョ ー ジ タウ ン 大 学 医学 部 細胞 生物 学 肖 
医学 発生 学 の コー ス デ ィ レ クタ ー、 助 教授 で ある 。 サウ ジ 
アラ ビア の リア ド で 開か れ た 第 8 回 医学 会 議 で 、 ジ ョ ー リ ン 
ガー 教授 は 研究 論文 の 発表 で 次 の よう に 述べ た 。 


「 比 較 的 数 少な い デー (クル アー ン の 節 ) の 中 に 、 生 
殖 体 の 混合 時 か ら 器 官 発 生 に 至る まで 、 人 間 の 発生 が 包括 的 
に 記述 され て いま す 。 人 間 発 生 に 関し て 分 類 、 用 語 、 記 述 な 
どの これ ほど 完全 で 際 だ っ た 記録 は 今 ま で 存在 し ませ ん 。 
全て と 言わ な く と も 、 た いて い の 場 合 、 こ の 記述 は 伝統 的 な 科 
学 文 献 に 記録 され た 人 間 の 腔 と 胎児 の 発生 に 関す る 様々 な 段 
階 の 記録 を 何 百 年 も 早め る こと に な る で し ょ 2 う 。」 


39 預言 者 ムハンマド 問 考 は 文言 で あっ た 。 彼 は 読み 書き が で き な か っ 
た が 、 ク ルアー ン を 教 友 に 伝え 、 一 部 の 者 た ち に 記録 する よう に 命じ た 。 
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6) 香西 義 英博 士 は 日 本 の 東京 大 学 の 名 准 教 授 で あり 、 東 京 
三鷹 に ある 国立 天文 台 の 観測 所 所 長 で ある が 、 彼 は 次 の よう 
に 述べ た 。 


A こ 関す る 本 当 の 事実 を 見 つけ 
た こと に 非常 に 感動 し て いま す 。 我 々 現代 の 天文 学者 は 宇宙 
RS し て きま し た 。 非常 に 小さ い 部 分 
を 理解 する こと に II 望遠 鏡 を 使っ 
て 、 宇 宙 全 体 に つい て 考え ず に 、 天 空 の 非常 に 狭い 部 分 だ け を 
見 て きた の で す 。 クル アー DN 
と に よっ て 、 私 は 宇宙 を 研究 する 自分 の 将来 の 方 法 を 見 出す 
こと が で きた と 思い ます 。」 


7) テ ジ ャ ター ト ・ テ ジャ セン (Tejatat Tejasen) 教授 は タイ 
の シア ン メ イ 大 学 解剖 学部 長 で ある 。 彼 は 以前 、 こ の 大 学 の 
医学 部 長 で めった 。 サウ ジア ラビ ア の リア ド で 開か れ た 第 
8 回 医学 会 議 で 、 テ ジャ セン 教授 は 立ち 上 が り 、 次 の よう に 述 


べた 。 


「 私 は 3 年 程 前 か ら ク ルアー ン に 興味 を 持ち 始め まし 

た . . . . 私 自身 の 研究 と この 会 OM 0 
年 前 に クル アー ン に 記録 され た こと は 全て 真実 で あり 、 科 学 
的 な 手段 に SE 預言 者 ム ハ 
ンマ ド が 文 育 で あっ た こと か ら 、 彼 は この 真実 を 伝え た 使徒 
に ちがい な いと 思い ます 。 こ の 真実 は 正当 な 創造 者 か ら 与え 
られ た 悟り と し て 彼 に 啓示 され た の で す 。 この 創造 者 こそ 
神 に ちがい あり ませ ん 。 今 こ そ ジー・ ア テー ハ ・ ブ アッ クジ 
ー (アッ ラー ( 神 ) の 外 に 崇拝 する 神 は な い ) 、 スム スハ ンマ アム ・ 
テテ スー ケル ケッ テ ー (ムハンマド は アッ ラー ( 神 ) の 使徒 (預言 
者 ) で ある ) と 言う 時 が きま し た 。 最後 に 、 こ の 会 議 の 素 晴 
らし い 開 催 と 成功 を 祝福 し な けれ ば な り ま せん . . . . 科学 
と 宗教 の 観点 だ け で は な く 、 多 く の 著 名 な 科学 者 と 会 い 、 参 加 
IN この 場 に や っ 
て き て 私 が 得 た 最も 貴重 な こと は ・ イ ラマ ラー ハ ・ イ シンジ 
A i 
ムハンマド は アッ ラー の 使徒 で や る ) で あり 、 ム スリ ム に な 
る だ こと で ず 。」 
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聖 ク ルアー ン の 科学 に 関す る 奇跡 と それ に つい て の 科学 
者 の コメ ント を 検討 し た 後 、 次 の 疑問 を 自問 し て みた いと 思 
9 


@ いろ いろ な 分 野 で 近年 発見 され た 科学 的 な 情報 が 、 
1400 年 前 に 啓示 され た クル アー ン の 中 に 述べ られ て 
いる こと は 単なる 偶然 に 過ぎ な い の だ ろう か 。 


@ この クル アー ン は ムハンマド 中 ある い は 他 の 人 間 
が 書く こと が で きた の だ ろう か . 


唯一 考え られ る 答え は 、 こ の クル アー ン が 神 に よっ て 啓示 
され た 御 言 葉 に 違い な いと いう こと で ある 。 


(2) 聖 ク レア ー ン に 
類する も の を 1 章 で も 作る こと は 
大 いな る 挑戦 で ある 


神 は クル アー ン の 中 で 仰せ られ た 。 


人 も し あな た が た が 、 わ が し も べ ( ム ハン マ ド 

張 ) に 下 し た 茂 示 (クル アー ン ) を 疑う な ら ば 、 
それ に 類する 1 章 で も 作っ て みな さい 。 も し あな 
た が た が 正しけれ ば 、 神 以外 の あな た が た の 
証人 (支持 者 や 援助 者 ) を 呼ん で みな さい 。 も 
し あな た が た に それ が で き な い な ら ば 、 い や 、 出 
来る は ず は な い の だ が 、 そ れ な ら ば 、 人 間 と 石 を 
燃料 と する (地獄 の ) 業火 を 恐れ な さい 。 それ 
は 不信 心 者 の た め に 用 意 さ れ て いる 。 ( ム ハ ン 
マ ド よ ) 信仰 し て 善行 に 勤しむ 者 た ちら に は 、 か れ 
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ら の た め に 、 川 が 流れ る 庭 (楽園 ) に つい て の 吉 
報 を 伝え な さい 。 .……. (クル アー ン 2:23-25) 


1400 年 前 に クル アー ン が 啓示 され て 以来 、 ク ル ア 
ー ン に 了 克 敵 する も の を 1 章 で も 作り 出し た も の は いな 
か っ た 。 美 し く 、 雄 弁 か つ 壮 大 で あり 、 聡 明 な 法律 、 真 
の 情報 と 預言 、 そ の 他 完 璧 な 特徴 を も っ て いる 。 クル 
アー ン の 最も 短い 章 (第 108 章 ) は 10 個 の (アラ ビア 
語 の ) 単語 で 書か ん れ て いる に すぎ な い が 、 い まだ か つて 
誰 も それ に 挑ん だ も の は な い 。" 預言 者 へ ムハンマド 直 
の 敵 で あっ た 不 放 な アラ ブ 人 は 、 ム ハン マ ド が 本 
当 の 預言 者 で は な いと 証明 し よう と し て 、 ク ルアー ン 
に 類する 節 を 作ろ うと し た が 、 う まく いか な か っ 
た 。 クル アー ン は 彼ら の 言葉 と 方 言 で 啓示 され て お 
り 、 ム ハン マ ド 誠 の 時 代 の アラ ブ 人 は 非常 に 雄弁 で 
あり 、 美 し く 素 晴らし い 詩 を 作っ て いた 。 それら が 現在 
で も 詠 ま れ 評価 され て いる と いう 事実 に も 関わ れず 、 
か れ ら の 試み は 失敗 し た の で ある 。 


40 AI-Borhan 7 を e Oloom 47- の zzgz[ ア ル ・ ボ ル ハ ン ・ フ ィ ー・ オ ルー ム ・ ア 
ル ・ ク ルアー ン ]、 アル ・ ジ ャ ルカ シ (Al-Zarkashy) 著 、 第 2 巻 、224 
頁 を 参照 。 
41 AI-Borhan fee Oloom AI-Quran[ ア ル ・ ボ ル ハ ン ・ フ ィ ー・ オ ルー ム ・ ア 
ル ・ ク ルアー ン ]、 アル ・ ジ ャ ルカ シ (Al-Zarkashy) 著 、 第 2 巻 、226 
頁 を 参照 。 


に 
に 


る に ュー 3c か 4 る 
ペク 5 * ペ Z 
シア ア ョ アン イア アア ンズ = イー ン 

が と 0 の 33 ョ ーー bI に 
2 る 


2 


‘bese る る る る る る 


クル アー ン の 中 で 最も 短い 章 ( 第 108 章 ) は 1 UY の (アラ ビア 語 の ) 
単語 で 書か れ て いる に すぎ な い が 、 聖 クル アー ン に 類する 1 章 を 
ろう と し て 、 ES 


(3) イス ラー ム の 預言 者 ムハンマド 装 の 
出現 に 関す る 聖書 の 預言 


預言 者 ムハンマド 養 
の 出現 に 関す る 聖書 の 預 
言 は 、 聖書 を 便 じ る 人 々 に 
と っ て イス ラー ム の 真実 
を 証明 し て いる 。 


本 


旧約 聖書 申 命 記 18 の 
中 で 、 モー ゼ は 神 が 語っ 
た こと を 述べ た 。「 わ れ は 
あな た の よう な 預言 者 を 
彼ら の 兄弟 の 中 か ら 育 て 
る で あろ う 。 わ れ は われ の 言葉 を 彼 に 語ら せ 、 彼 は われ が 命じ 
る こと を 全て 彼ら に 告げ る で あろ う 。 預言 者 が われ の 名 で 話 
すわ れ の 言葉 を 聞か な いも の は 、 わ れ が 呼び つけ 責任 を 取ら 
せる ( 申 命 記 18:18-19) 。“ 


42 本 文 の 節 は King James Version [キン グ ジ ェ ー ム ズ 版 ] を 指す KJV 
と 書か れ て いる も の 以外 は 全て The NIV Study Bible, New 
International Version [NIV 研究 聖書 ・ 新 国際 版 ] を 指し て いる 。 
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これ ら の 節 か ら 、 我 々 は ここ で 預言 され た 預言 者 が 次 の 三 
つの 特徴 を 持っ て いる と いう 結論 に 達し た 。 
1) 彼 は モー ゼ の よう で ある 。 
2) 彼 は イス ラ エ ル の 兄弟 、 す な わ ち イシ ュ マ エル 人 
か ら 生 まれ る で あろ 25。 


3) 神 は 御 言葉 を この 預言 者 に 語ら せ 、 役 は 神 が 彼 に 
命じ た こと を 宣言 する で あろ う 。 


で は この 三 つ の 特徴 を より 詳し く 調べ て みよ う 。 
1) モー ゼ の よう な 預言 者 


モー ゼ と ムハンマド 嗣 の 二 人 ほ ど よ く 似 た 預言 者 は 他 
に いな い 。 二 人 に は 包括 的 な 法律 と 人 生 の 規範 が 与え られ た 。 
二 人 と も 敵 に 見 舞 わ れ 、 奇 跡 的 な 方 法 で 勝利 を 収め た 。 二 人 
と も 預言 者 だ け で な く 政 治 家 と し て 認め られ た 。 二 人 と も 暗 
殺 の 陰謀 か ら 逃 ん る た め に 移住 し た 。 モー ゼ と イエ ス の 類 
似 は 、 上 述 し た 共通 点 だ け で な く 、 他 の 重要 な 点 を 見 過ごし 
て いる 。 そ れ は モー ゼ と ムハンマド 庄 の 自然 な 誕生 、 家 庭 
生活 、 そ し て 死 で も り 、 イ エス と は 異な る 。 さら に 、 イ エス は 
信者 た ちか ら 神 の 子 と 見 な され 、 モ ー ゼ や ムハンマド 朋 の 
よう に 単なる 預言 者 と され て いな い 。 ムスリム は イエ ス を 預 
言 者 で ある と 信じ て いる が 、 キ リス ト の 信者 た ち は キ リス ト 
を その よう に は 信じ し てい ない 。 その た めこ の 預言 は イエ ス 
で は な く 、 預 言 者 へ ムハンマド の こと で ある 。 ム ハン マ 
ド 2 は イエ ス よ り も モー ゼ に 似 て いる 


また ヨハ ネ の 福音 書 に 、 ユ ダ ヤ 人 が 三 つ の 際 だ っ た 預言 の 
実現 を 待っ て いる こと が 書か れ て いる 。 第 一 は キリ スト の 出 
現 で ある 。 次 に エリ ヤ の 到来 で や る 。 そし て 預言 者 の 到来 
で ある 。 それは バプテスマ の ヨハ ネ に 向け られ た この 三 つ の 
質問 か ら 明 ら か で ある 。 「 さ て これ は ヨハ ネ の 証言 で あっ 
た 。 エ ル サ レ ム の ユダ ヤ 人 が 聖職 者 と レビ 人 を 送り 、 彼 が 誰 
で ある か を 尋ね させ た 。 彼 が 告白 で き な か っ た の で は な い 。 
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彼 は 自分 が キリ スト で は な いと は っ きり 告白 し た 。 か れ ら 
は 「 あ な た は 一 体 誰 な の で すか 」 と 尋ね た 。 「 あ な た は エ 
リヤ で すか 。」 彼 は 「 い いえ 、 そ う で は あり ませ ん 」 と 徐 
えた 。 「 あ な た は 預言 者 で すか 」 と 尋ね る と 、 彼 は 「 違 
いま す 」 と 答え た 。( ヨ ハネ の 福音 書 1:19-21) 聖書 を 照ら 
し 合わ せ て みる と 、「 預 言 者 」 と いう 言葉 は ヨハ ネ 書 1:21 
に 出 て くる 。 これ ら の 言葉 は 申 命 記 18:15 と 18:18 の 預言 
の こと を 指し て いる 。“ この こと か ら イ エス ・ キ リス ト は 
申 命 記 18:18 に 出 て くる 預言 者 で な いと 結論 付け られ る 。 


2) イス ラ エ ル 人 の 兄弟 


アブ ラ ハ ム に は 二 人 の 人 息子 イシ ュ マ エル と イサ ク が いた 
(創世 記 21)。 イシ ュ マ エル は アラ ブ 国 家 の 始 祖 と な り 、 イ 
サク は ユダ ヤ 国 家 の 始祖 と な っ た 。 ここ で 言わ れ て いる 預 
言 者 は ユダ ヤ 人 の 間 か ら 出 て くる の で は な く 、 そ の 兄弟 す な 
わ ち イシ ュ マ エル 人 出身 の は ず で ある 。 イシ ュ マ エル 人 の 
子孫 で ある ムハンマド 北 こそ 了 預言 者 で ある 。 


また イザ ヤ 書 42:1-13 で は 、 神 の し も べ 、 法 を も た ら す 
神 の 「 選 ば れ た 者 」「 使 徒 」 に つい て 語っ て いる 。 「 彼 は 
地上 に 正義 を 確立 する まで 、 た じ ろ ぐ こと な く 失 望 す る こと 
も な い 。 島々 は 彼 の 法 の 中 に 希望 を 持つ 。」( イ ザヤ 書 
42:4)。 第 11 節 で は 、 待ち 望ま れ て いた 者 を ケ ダ ル の 子孫 と 
結び 付け て いる 。 ケ ダ ル と は 誰 な の か 。 創世 記 25:13 に 
よる と 、 ケ ダル は イシ ュ マ エル の 次 男 で あり 、 預 言 者 ム ハ ン 
マ ド 2 六 の 祖先 で ある 。 


3) 神 は 御 言葉 を この 預言 者 に 語ら せる 


神 の 御 言葉 ( 聖 ク ルアー ン ) は 事実 ムハンマド 中 の ロロ か 
ら 出 て きた 。 神 は 天使 ガブ リエ ル を 送り 、 ム ハン マ ド 上 に 


43 The NIV Study Bible, New International Version [NIV 研究 聖書 ・ 新 
千 際 版 ]」 の 1:21 節 、1594 頁 の 傍 注 を 参照 。 
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神 の 御 言葉 ( 聖 ク レア ー ン ) を 教え 、 彼 が 聞い た も の を その ま 
ま 人 びと に 語る よう に 命じ た 。 だ か ら こ そこ の 御 言葉 は 彼 
の 言葉 で は な い 。 それ は 彼 自 身 の 考え か ら 生 まれ た も の で 
は な く 、 天 使 ガ ブリ エル が 彼 に 語ら ちせ た の で ある 。 ム ハ ン 
ンド 2 の 生存 中 に 、 後 の 監督 の も と で 、 教 友 た ち が こ の 御 
言葉 を 暗唱 し 、 記 録 し た 。 


また 申 爺 記 の 預言 は 、 こ の 預言 者 が 神 の 御名 に お いて 御 
言葉 を 語る と 述べ て いる 。 聖 ク レア ー ン を 見 る と 、 第 9 章 
を 除く 全て の 章 が 「 慈 悲 あ まね く 慈悲 深い 神 の 御名 に お いて 」 
と いう 名 で 始ま っ て いる 。 


他 の 指摘 ( 申 命 記 の 預言 以外 で ) と し て 、 イザ ヤ 書 は ケ 
ダル と 関係 する 預言 者 を 、 主 を 讃え る 新しい 歌 ( 新 し い 言 語 で 
の 聖典 ) と 結び つけ て いる (イザ ヤ 書 42:10-11)。 これ は 
イザ ヤ 書 の 預言 で より 明確 に 述べ られ て いる 。 「 そ し て 別 の 
言葉 で 彼 は 人 びと に 語る で あろ う 」 (イザ ヤ 書 28:11 
KJV)。 他 に 関連 する 点 と し て 、 クル アー ン は 23 年 間 に わ た 
っ て 啓 示さ れ た こと で ある 。 同じ こと を 語っ て いる イザ ヤ 
書 28 と 比較 する と 興味 深い 。 「 と いう の も 、 行 いつ づけ 、 
決ま り を も た らし 続け 、 こ こ に も あそこ に も 」 (イザ ヤ 書 
28:10) 。 


申 命 記 18 の 預言 で 神 が 述 べら れ た こと に 注目 する べき で 
ある 。 「 預 言 者 が われ の 名 で 話す われ の 言葉 を 聞か な いも の 
は 、 わ れ が 呼び つけ 責任 を 取ら せる 。」 ( 申 命 記 18:19)。 す 
な わ ち 、 聖 書 を 信じ る 者 は 誰 で も この 預言 者 が 言う こと を 信 
じ な けれ ば な ら な い 。 そ し て この 預言 者 と は 預言 者 へ ム へ ハン マ 
ド 半 で ぁ る 。 


(4) 未来 の 出来 事 を 予言 し 
それ が 本 当 に な っ た クル アー ン の 節 


クル アー ン で 予言 され た 出来 事 の 一 例 は 、 ロー マ 人 が ズ ベル 
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シャ 人 に 敗北 し て か ら 3~9 年 以内 に ロー マ 人 が ペル シャ 人 
に 勝利 し た こと で ある 。 神 は クル アー ン の 中 で 仰せ られ た 。 


ロー マ の 民 は (アラ ビア 半島 か ら ) 近接 する 
地 に お いて 打ち 負 か さ れ た 。 だ が か れ ら は 敗北 の 
後 ベッ ダ (3<9) 年 の 間 に 勝利 する で あろ 
うぅ. 上 あ ウル テー ン 30:2-4 


この 戦争 に つい て 歴史 が 教え て くれ る こと を 見 る と よい 。 
History of the Byzantine State [ビザ ンチ ン 帝 国 の 歴史 ] 
と いう 題 の 著書 に よる と 、 ロ ー マ 軍 が 613 年 、 ア ン テ ィ キ オ 
の 地 で 手痛い 敗北 を 味わい 、 その 結果 ベル シャ 人 は 全て の 戦 


線 で 迅速 に 進軍 し た 。 当時 は ロー マ 人 が ペル シャ 人 に 敗 
北 す る な ど 考 えら れ な いこ と で あっ た が 、 ク ルアー ン は ロー 
マ 人 が 3~9 年 の 間 に 勝 利 す る と 予言 し て いる 。 ロー マ 人 が 


敗北 し た 後 9 年 経っ た 622 年 、 ロ ー マ 軍 と ペル シャ 軍 の 両 軍 
は アル メニ ア の 地 で 対戦 し 、 そ の 結果 、 ロ ー マ 軍 が 613 年 に 敗 
北 し て 以来 初め て 、 ベ ル シ ャ 軍 に ME を 収め 
た 。$ 神 が ク ルアー ン で 述べ られ た よう に 、 予 言 は 現実 に 
な っ た 。 


他 に も クル アー ン の 節 や 預言 者 ムハンマド 嘩 の 言葉 で 、 
将来 を 予言 し 後に 現実 に な っ た も の が 多く ある 。 


(5) 預言 者 へ ムハンマド 項 
が 行っ た 奇跡 


預言 者 へ ハン マ ド 装 は 神 の 許し を 得 て 多 く の 奇 跡 を 行 


44 History of the Byzantine State [ビザ ンチ ン 帝 国 の 歴史 ]、 オ スト ロゴ 
ルス キ (Ostrogorsky) 、95 頁 。 
45 History of the Byzantine State [ビザ ンチ ン 帝 国 の 歴史 ]、 オ スト ロゴ 
ルス キ (Ostrogorsky) 、100-101 真 お よび Fistory of Persia [ベル シャ の 
歴史 ] 、 サ イケ ス (Sykes) 、 第 1 巻 483-484 頁 。 また The New 
Encyclopaedia Britannica [ 新 ブ リタ ニカ 百科 事典 ]、 ミ クロ パ エ デ ィ ア 
(Micropaedia) 第 4 巻 、1036 頁 。 
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っ た 。 これ ら の 奇跡 は 多く の 人 が 証言 し て いる 。 その 例 が 


以下 に 挙げ られ て いる 。 
を メッ カ の 不信 心 


を 見 せ た 。 


硝 跡 を 見 せる よう に 言 


、 彼 は 月 が 裂け る の 


ぐ 他 の 奇跡 と し て 、 ム ハン マ ド 器 の 教 友 た ち が 
只 が 賜 き 、 容 器 の 中 に 僅か な 水 し か な か っ た と 


き に 、 彼 の 指 か ら 水 が 流れ た 。 
と ころ に 来 て 、 容 器 の 


教 友 た ち は 彼 の 


こ 僅か し か 水 が 残 っ て 


いな いた め 、 礼 拝 の 清め の 水 も 飲み 水 も な いと 
訴え た 。 そこ で ムハンマド 中 は 容器 の 中 に 


手 を 入れ る と 、 彼 の 指 の 間 か ら 水 が あふ れ 出 


た 。 それ か ら 人 びと は その 水 を 飲ん で 、 清 め を 
し た 。 そこ に は 1500 人 の 教 友 が いた 。? ツ 


他 に も 彼 が 行っ た 奇跡 や 彼 の 身 に 起こ っ た 奇跡 が 多く ある 。 


(6) ム ハン マ ド 紫 の 簡素 な 生活 


ムハンマド が 預言 者 と し て の 使命 を 受け る 前 と 後 の 
生活 を 比べ て みる と 、 ム ハン マ ド 誠 が 物質 的 な 利益 、 尊 大 


は 、 到 底 考 えら れ な い 。 


さ 、 威 光 、 権 力 を 求め て 預言 を 主張 する ニセ の 預言 者 で ある と 


ムハンマド 編 が 預言 者 と し て の 使命 を 始め る 以前 は 、 


経済 的 に 困っ て いな か っ た 。 商人 と し て 成功 し 、 評判 の よ か 


っ た ムハンマド 8 は 十分 満足 の いく 稼ぎ を 得 て い た の で 
ある 。 預言 者 と し て の 使命 を 受け た 後 、 そ れ が ゆえ に 物質 的 


46 Saheeh AI-Bukharir [ サ ヒ ー ヒ ・ ア ル ブ ハ リ ] #3637 及び Saheeh 


Musizm [ サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム ] #2802 の 伝承 。 


47 Saheeh 47-Pz を た カ g77 [ サ ヒ ー フ ・ ア ル ブ ハ リ ] # お 3576 及び Saheeh 


Musizm [ サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム ] #1856 の 伝承 。 
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に も 困る よう に な っ た 。 具体 的 な 例 と し て 、 彼 の 生活 に つい 
て 以下 の 伝承 が ある 。 


と 


ムハンマド 上 の 奏で ある アイ シャ に よる と 、「 私 
の 舞 よ 、2 ヶ月 間 で 3 回 目 の 新 月 を 迎え まし た が 、 預 
言 者 端 の 家 で は その 間 一 度 も (食事 を 準備 する た 
め の ) 炎 を 花 い て いま せん 。」 揚 が 尋 ね た 。 「 叔 
母さん 、 何 を 食べ て いる の で すか 。」 彼女 は 答え 
た 。「 二 つの 黒い も の 、 ナ ツメ と 水 で す が 、 預 言 者 2 
に は アン サー ル の 隣人 が いて 、 雌 の 乳 ラ クダ を 持っ 
て いる の で 、 そ の ミル ク を 預言 者 壮 に 届け て くれ 
る の で す 。」 き 


ムハンマド 呈 の 教 友 で ある サー レ ・ イ ブン ・ サ ア 
ー ド が 言う に は 、 「 神 の 預言 者 嗣 は 、 神 が 彼 を ( 預 
言 者 に ) 命じ し て か ら 亡 く な る まで 、 き め の 細 か い 小 
麦 粉 で 作っ た パン を 一 度 も ゃ 食べ な か っ た 。」 ず " 


ムハンマド 呈 の 奏 ア イシ ャ に よる と 、 預言 者 状 
が 寝 て いた マッ トレ ス は 、 ナ ツメ の 木 の 繊維 を 皮 に 
詰め た も の で あっ た 。」% 


ムハンマド 衰 の 教 友 で あっ た アム ル ・ イ ブン ・ ア 
ル ハ レス に よる と 、 預 言 者 細 が 亡くな っ た 時 、 遺 
産 は な く 、 唯 一 乗物 用 の 白い ラバ と 武器 、 そ し て 慈 療 
の た め に 残し た 僅か の 土地 だ け で あっ た 。『 


ムハンマド 敵 は ムスリム の 宝庫 が 彼 の 掌中 に あっ た に 
も か か わら ず 、 厳 し い 生活 を 送っ た 。 彼 が イス ラー ム を 広め て 


48 Saheeh 77zs7777Z[ サ ヒー ヒ ・ ム スリ ム ] #2972 及び Saheeh Al-Bukhari 


[サビ セー ヒビ 


・ ア ルプ ハリ ] #2567 の 伝承 。 


49 Saheeh AI-Bukhari [ サ ヒ ー ヒ ・ ア ル ブ ハ リ ] #5413 及び AI/-Tirmizi 


[アッ ティ 


ルミ ー ジ ] #2364 の 伝承 。 


50 Saheeh Muslizhm[ サ ヒー ヒ ・ ム スリ ム ] #2082 及び Saheeh Al-Bukhari 


に サザ EE 


・ ア ル ブ ハ リ ] #6456 の 伝承 。 


51 Saheeh AI-Bukhari [ サ ヒ ー ヒ ・ ア ル ブ ハ リ ] #2739 及び Mosnad 


Ahmad [= 


E ス ナー ド ・ ア ハマ ド ] #17990 の 伝承 
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か ら 18 年 後に は ムスリム は 勝利 を 収め 、 彼 が 亡くな る 前 に は 
アラ ビア 半島 の 大 部 分 は ムスリム が 支配 し て いた 。 


ムハンマド 庄 が 地位 、 尊 大 さ 、 権 力 を 得る た め に 預言 者 
で ある こと を 主張 し た と 考え られ る だ ろう か 。 地位 や 権力 を 
享受 する 欲望 は 通常 、 美 食 、 華 や か な 衣服 、 豪 勢 な 宮殿 、 色 と り 
どり の 護衛 、 疑 う 余 地 の な い 権 威 が つき も の で ある 。 この 
よう な 特徴 が ムハンマド 衣 に 当て は まる だ ろう か 。 彼 の 
以下 に 示さ れる 人 生 を 垣間見 る こと で 、 こ の 疑問 に 答え られ 
る だ ろう 。 


預言 者 、 教 師 、 政 治 家 、 判 事 と し て の 責任 が ある に も か か わ 
ら ず 、 ムハンマド 見 は 山羊 の ミル ク を 絞り 、" 服 を 繕 い 、 
靴 を 修繕 し 、" 家事 を 手伝い 、“" 貧し い 病人 を 見 舞っ 
た 。 "また 教 友 を 助け る た め 、 土 を 掘っ て 琶 壊 を 作っ 
た 。 % 彼 の 人 生 は 驚く ほど 模範 的 で 、 質 素 か つ 謙 虚 で あっ 
た 。 


ムハンマド 北 の 教 友 た ち は 和 驚嘆 する ほど 、 彼 を 愛し 、 尊 
人 敬 し 、 信 頼 し た 。 そ れ で も 神 性 は 神 に の み 向 ける べき で あり 、 
彼 個 人 に 向け る べき で な いこ と を 強調 し つづ けた 。 ム ハン マ 
ド 敵 の 教 友 で あっ た アナ ス に よる と 、 彼 ら は 預言 者 ヘム ハン 
マ ド 人 を 誰 よ り も 愛し た が 、 彼 が 人 々 の と ころ に や っ て き 
て も 人 々 が 彼 の た め に 立ち 上 が る こと は な か っ た 。 そ れ は 他 
の 偉大 な 人 物 に 対し て 人 びと が 行う よう に 、 彼 の た め に 人 々 
が 立ち 上 が る の を 嫌がっ た か ら で あ る 。 


52 Mosnad Ahmad [モス ナー ド ・ ア ハマ ド ] #25662。 


53 Saheeh AI-Bukhari [ サ ヒ ー ヒ ・ ア ル ブ ハ リ ] #676 及び Mosnad 
Ahmad [モス ナー ド ・ ア ハマ ド ] お 25517 の 伝承 
54 Saheeh AI-Bukhari [ サ ヒ ー ヒ ・ ア ル ブ ハ リ ] #676 及び Mosnad 


Ahmad [モス ナー ド ・ ア ハマ ド ] #23706 の 伝承 

55 Mowatta Malek [ムリ ワッ タ ・ マ ー レ ク ] お 581 の 伝承 。 

56 5g ヵ ee ヵ AI-Bukharr [ サ ヒ ー ヒ ・ ア ル ブ ハ リ ] #383034 及び Saheeh 
77zs7777 [ サ ヒ ー ヒ ・ ム スリ ム ] #1803 及び Mosnad Ahmad [モス ナー 
ド ・ ア ハマ ド ] #18017 の 伝承 。 
57 Mosnad Ahmad [モス ナー ド ・ ア ハマ ド ] #12117 及び A471-Tirmizi [ ア 
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イス ラー ム の 成功 な ど 思 いも よら な い 時 代 、 扶 間 を 受け 
痛め つけ られ 、 ム ハン マ ド 2 六 と 信者 た ち が 迫 害さ れる 長 
年 の 苦 し い 時 代 が は じ ま っ た と き 、 彼 は 興味 深い 申し 出 を 受 
RNN 
うに 言っ た 。 . も し お 金 を お 望み な ら ば 、 あ な た が 誰 よ り 
Ce ei と 
お 望み な ら ば 、 あ な た を 我々 の 指導 者 に し て 、 全 て あな た の 許 
可 を 得 て か ら 決め る こと に し まし ょ う 。 王国 を お 望み な ら 
ば 、 我 々 の 王位 を 授け まし ょ う 。 」 こ の 申し 出 に 対す る 見 返り 
と し て ムハンマド 交 が 断念 する こと は 、 人 びと を イス ラー 
に 招く こと で あり 、 如 何 な る 同位 者 を 配 す る こと な く 神 だ 
け を 拝む こと で ある 。 この よう な 申し 出 は 世俗 的 な 利益 を 
求め る 者 な ら ば 惹か れる は ず で あろ う 。 この 申し 出 が な され 
た 時 、 ム ハン マ ド 誠 は 距 路 し た だ ろう か 。 彼 は も っ と 良 
い 申 し 出 を 待つ た め の 交 渉 戦略 と し て 、 こ の 申し 出 を 断っ た 
の だ ろう か 。 彼 は 次 の よう に 答え た 。 {慈愛 あま ね く 慈 悲 
深き 神 の 御名 に お いて 、} と 言い 、 オタ バ に クル アー ン 
(41:1-38) を 唱え た 。 8 その 一 部 は 次 の と お り で ある 。 


《 本 悲 あま ね く 閑 愛 深き 御方 ( 神 ) か ら の 亡 示 
で ある 。 詳細 に 解明 され た 啓典 。 理解 ある 民 へ の 
アラ ビア 語 の クル アー ン で 、 吉 報 と 警告 を 与え る 。 
だ が か れ ら の 多く は 、 背 き 去 っ て 聞こ うと は し な 


い 。 (クル アー ン 41:2-4) 


別 の 機会 に 彼 の 叔父 が イス ラー ム の 布教 を 断念 する よう 
に 懇願 する と 、 ムハンマド 北 は ほ きっ ぱり と 、 そし て 誠実 に 
答え た 。 {上 下 父 さん よ 、 神 の 御名 に 碑 っ て 申し まし ょ う 。 そ 
の こと (イス ラー ム の 布教 ) を 止め る 代わ り に 、 私 の 右手 に 
太陽 を 、 そ し て 左手 に 月 を 与え て くれ よう と も 、 神 が イス ラ 


ッ テ ィ ルミ ー ジ ] お 2754 の 伝承 。 
58 _A]-Serah Al-Nabaweyyah [アッ セー ラ ・ ア ルナ バウ ィ ヤ ]、 イ ブン ・ 
へ シャ ム (Ibn Hesham)、 第 1 巻 、293-294 頁 
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ー ム に 勝利 を 与え る か 私 が 身 を 捧げ る まで 、 決 し て 断念 する 
こと は あり ませ ん 。 }" 


ムハンマド 衰 と 信者 た ち は 13 年 間 の 迫害 に 苦し ん だ だ 
WNWEIN ZS WU 
よう と し た 。 ある 時 に は 、 持 上 NO 
頭 に 落と し て 殺 本 % また 別 の 機会 に は 、 彼 の 食 
Ni 毒 を 入れ て 殺 そ うと し た 。9! た と え 敵 対 者 ! 0 

に 勝利 し た と し て も 、 こ れ ほ どの 苦し み を 味わい 犠牲 を 払 
っ た 人 生 を 正当 化 で きる だ ろう か 。 人 
の 時 で さえ 、 成 功 が 唯一 神 の お か げ で あり 、 自 分 の 能力 で は な 
いと 主張 し た よう \【! PA ピピ フリ 
説明 で きる だ ろう か 。 これ が 権力 に 飲 え た 自己 中 心 的 な 人 物 
と 言え る で あろ うか 。 


(7) イス ラー ム の 驚異 的 な 広がり 


本 章 の 終わ り に 、 イ スラ ー ム の 真理 の 重要 な 印 を 指摘 する 
こと が 適切 で あろ う 。 イス ラー ム は 、 米 国 そ し て 世界 中 で 最 
も 急速 に 広がっ て いる 宗教 で や る 。 そ れ に つい て 以下 の よう 
な 現象 が 見 られ る 。 


>  「 イ スラ ー ム は 米国 で 最も 急速 に 広がっ て いる 宗教 
で ある 。 多 く の 米 国民 に と っ て 安定 へ の 導き と 支え 
で ある ...」 ヒ ラリ ー・ ロ ド マ ン ・ ク リン トン (Hi11ary 
Rodham Clinton) 、 /os Angeles Times [ロサ ン ゼ ル 
ス ・ タ イム ズ ] )。 ぎ 


59 A]-Serah Al-Nabaweyyah [アッ セー ラ ・ ア ルナ バウ ィ ヤ ]、 イ ブン ・ 
へ シャ ム (Ibn Hesham)、 第 1 巻 、265-266 頁 
60 47-Sezg ヵ Al-Nabaweyyah [アッ セー ラ ・ ア ルナ バウ ィ ヤ ]、 イ ブン ・ 
へ シャ ム (Ibn Hesham)、 第 1 巻 、298-299 頁 
61 47-Daremey [アッ ダレ ミー] #68 及び 4bu-Dawood [アブ プ ブダ ウード ] 
#4510 の 伝承 。 

62 ラリ ー.B. ス テイ マー(Larry B. Stammer) 、 タ イム の 宗教 ライ ター、 
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と 「 ムスリム 


ー プ で ある .. 


米国 ]。“ 


> 「..… イ スラ ー ム は この 国 で 最も 急速 


は 世界 中 で 最も 急速 に 広がっ て いる グル 


.」 (人 口 統計 局 、 $4 7oday [ 今 


日 の 


に 広がっ て い 


る 宗教 で ある 。 」 ジェ ラル ディ ン ・ バ ウム (Gera1dine 
Baum) : MNewsday [ニュ ー ス デ ェ イ ]」 の 宗教 ライ ター 


Newsday) 。 


と  「 イ スラ ー ム は 米国 で 最も 急速 ( 


で ある 。 


64 


こ 広 が っ て いる 宗教 


.」 アリ .L. ゴー ルド マン (Ari L. Go1dmn) 
New York Times [| ニュー ヨー クタ イム ズ ] )。 5 


この 現象 は 、 イ スラ ー ム が 神 か ら 下 され た 真 の 宗教 で ある 


こと を 示し て いる 。 
款 し て いる が 、 当 然 、 
イス ラー ム が 真理 で 


な ど が いる 。 


多く の アメ リカ 人 や 


各国 の 人 びと が 改 


前 も っ て 入念 に 検討 し 深く 考慮 し た 後 で 、 
な い 。 科学 者 、 
教授 、 哲 学者 、 ジ ャ ー ナ リス ト 、 政 治 家 、 俳 優 、 ス ポー ツ 選 手 


ある と 確信 し た に 違い 


この 章 で は 、 ク ルアー ン が 神 の 御 言葉 で あり 、 ム ハン マ 
ド 9 租 が 神 か ら 送 られ た 真 の 預言 者 で ある こと 、 そ し て イス 
ラー ム が 神 か ら 送 られ た 真 の 宗教 で や る こと を 信じ る た め の 
証し の 一 部 を 取り 上 げ て いる に 過ぎ な い 。 


"Eirst Lady Breaks Ground With Muslims" [ 大 統領 
拓 す る ]、 Los Angeles 777zes[ ロ サン ジェ / 


ジョン 、 メ トロ セク ショ 


63 ティ モ シ ー・ ケ ニ -(Timothy Kenny) 、 
界 中 いた る と ころ で ] US4 75garIUSA トッ ディ]、 


ショ ン 、1989 年 2 月 17 


ン ・ パ ー ト 1996 年 8 月 81 


4A 上 内 。 


レス ・ タ イム ズ ]、 


3 0 


"Elsewhere in the World" [ 
最終 版 、 ニ ュー ス セ ク 


世 


た 人 が ムスリム と 開 
ホー ム エ デ ィ 


64 ジェ ラル ディ ン ・ バ ウム (Geraldine Baum) "For Love of Allah" [ ア 


ッ ラ ー を 愛す る が ゆえ !【 
で の プラ ォ ビタ ) 
65 ア リエ. ゴー ルド マン 


Ebraced By Black Americans" [ 


版 第 部 、1989 年 3 月 7 


4 貝 。 


こと] Newsda【 ニ ュー ズ デ ィ ]Nassau and Suffolk( ナ 


(Ari L.Goldman)、"Mainstream Islam Rapidly 


E 統 派 イ スラ ー ム が アメ リカ の 員 


請 人 の 間 


で 入信 が 広がっ て いる ] New York Trimes[ ニ ュー ヨー ク ・ タ イム ズ )、 レ ー 


ト ・ シ ティ ー・ 最 終 版 、 


1989 年 2 月 21 日 1 頁 。 
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第 2 章 
イス ラー ム の 由恵 


イス ラー ム は 個人 と 社会 の 双方 に 多く の 恩恵 を 与え る 。 
本 章 で は 、 イ スラ ー ム が 個人 に 与え る 恩恵 を 取り 上 げ て いる 。 


(1) 永遠 の 楽園 へ の 扉 


神 は クル アー ン の 中 で 次 の よう に 仰せ られ た 。 


(ムハンマド よ ) 信仰 し て 善行 に 勤しむ 者 た 
ち に は 、 か れ ら の た め に 、 有川 が 下 を 流れ る 楽園 に 


つい て の 吉報 を 伝え な さい .... 
(クル アー ン 2:25) 

神 は また 次 の よう に 仰せ られ た 。 
あな た が た は 主 の 寛容 を 請う た め に 、 相 競っ 
て 努力 し な さい 。 そ れ は 天地 の 広 さ ほど の 広大 な 


楽園 で 、 神 と 使徒 を 信じ る も の の た め に 準備 さ 
れ て いる .... (クル アー ン 57:21) 


預言 者 ムハンマド 2 襲 の 教え に よる と 、 天 国 の 住民 の 間 
で 最 下位 の 者 た ち は 、 現 世 で 好む も の の 10 倍 を 得 て 、@ そ 
し て 自分 の 望む も の が な ん で あれ 、 そ の 10 倍 も 得る 。" ま 


【 


66 6g ヵ ee ヵ Muslim[ サ ヒー フ ・ ム スリ ム ] #186 及び Saheeh Al-Bukhari 
[ サ ヒ ー フ ・ ア ルプ ハリ ] #6571 の 伝承 。 

67 ,Saheeh Muslzm [ サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム ] #188 及び Mosnad Ahmad 
[モス ナー ド ・ ア ハマ ド ] #10832 の 伝承 。 
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た 預言 者 8 は 申 さ れ た 。 {天国 で は 足 と 同じ 大 き さ の 空間 
が 現世 と その 中 に ある も の より も っ と 良い 。}『 彼 は また 次 
の よう 1 0 
も な い 、 思 いも つか な いも の が ある 。} "また 彼 に よる と 、 
[現世 で 最も 惨め な 人 間 で 天国 に 向け られ た 者 が 、 天 国 に 入 
る と 、 尋 ね られ る 。 『 ア ダム の 子孫 よ 、 今 まで 惨め な 思い を 
し た こと が ある の か 。 辛い こと を 経験 し た こと が ある の 
か 。』 する と 彼 は 、『 主 よ 、 惨め な 思い も 辛い こと も 味 わ 
っ た こと が あり ませ ん 。』 と 答え る 。}" 


天国 に 入る と 、 非 常に 幸せ な 生活 を 送り 、 病 や 苦しみ 、 悲 し 
み 、 死 に 損 わ むさ れる こと は な く 、 そ こ で 永遠 に 暮らし つづ ける 。 
神 は クル アー ン の 中 で 仰せ られ た 。 


だ が 信仰 し て 善い 行い に 励む 者 に は 、 わ れ は 
川 が 流れ る 楽園 に 入ら せ 、 永 遠 に その 中 に 住ま わ 


せよ う .……. 旧 (クル アー ン 4:57) 


(2) 地 獄 か ら の 救い 
神 は クル アー ン の 中 で 仰せ られ た 。 
信仰 を 拒否 する 不信 心 者 と し て 死ぬ 者 は 、 た 
と え 大 地 に 満ち る ほど の 黄金 で その 罪 を 償 お う 


と し て も 、 決 し て 受け 入れ られ な いで あろ う 。 か 
れ ら に は 痛ま し い 懲 罰 が あり 、 助 ける 者 も な 


い 。 (クル アー ン 3:91) 


68 5g ヵ ee ヵ AI-Bukhari [ サ ヒ ー フ ・ ア ル ブ ハ リ ] #6568 及び Mosnad 
Ahmad [モス ナー ド ・ ア ハマ ド ] #183368 の 伝承 。 

69 Sg カ ee ヵ Musizm [ サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム ] #2825 及び Mosnad Ahmad 
[モス ナー ド ・ ア ハマ ド ] #8609 の 伝承 。 

70 ,Saheeh Muslzkm [サビ ヒー フ ・ ム スリ ム ] #2807 及び Mosnad Ahmad 
[モス ナー ド ・ ア ハマ ド ] #12699 の 伝承 。 
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この よう に 現世 と は 、 天国 に 入る こと が 認め られ 、 地獄 を 

逃れ る 唯一 の チャ ンス で ある 。 信 仰 す る こと な く 死 ね ば 、 こ の 

世に 戻っ て き て も う 一 度 信じ 直す こと は で き な い 。 神 は ク 

ルアー ン の 中 で 、 最 後 の 審 判 の 日 に 不信 心 者 が どう な る か を 
述べ て いる 。 


を あな た が た が も し 、 か れ ら が 火 獄 の 前 に 立た 
され る 姿 を 見 た ら ど う で あろ う 。 そ の 時 か れ ら は 
言う 。『 あ あ 、 わ た し た ち が も し (現世 に ) 送り 
帰 さ れる な ら ば 、 決 し て 主 の 御 言 葉 を 拒否 し な い 
で 、 必 ず や 信仰 する で し ょ うに 。』 


(クル アー ン 6:27) 


し か し 誰 も 2 度目 の チャ ンス を も ら う こと は な い 。 


預言 者 ムハンマド 2 商 は 申 さ れ た 。 (最後 の 審判 の 日 に 
地獄 に 行く こと に な っ て いる 、 現 世 で 最も 幸せ な 人 間 が 一 旦 
地獄 に 落と され 、 『 ア ダム の 子孫 よ 。 今 まで 恩恵 に 与 っ た 
こと が ある か 。』 と 聞か れる と 、 『 い いえ 、 主 よ 、 何 も 授 か 
っ て お り ま せん 。』 と 答え る 。} " 


1 Saheeh Muslim[ サ ヒー フ ・ ム スリ ム ] #2807 及び 77ospag4ypagf モ 
スナ ー ド ・ ア ハマ ド ] 邊 2699 の 伝承 。 
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3) 真 の 幸福 と 心 の 平安 


真 の 幸福 と 平安 は こ 
の 世 の 創 造 者 ・ 維 持 者 の 命 
令 に 委ね る こと で ある 。 
神 は クル アー ン で 仰せ ら 
れ た 。 


本 当 に 、 神 を 唱 
念 し 、 心 の 安らぎ を 
得る 。 上 (クル アー 
ン 13:28) 


一 方 で 、 ケ クルアーン な か 
ら 背 き 去 っ た も の は 現世 
で 苦難 を 味わう 。 神 は 仰 
せら れ た 。 


だ が 誰 で も 、 ク ルアー ン ( 神 の 訓 戒 ) に 背 を 
向け る 者 は 、“ 生活 が 鋼 屈 に な り 、 ま た 審判 の 


日 に は 盲目 で 革 ら され る で あろ う 。 用 (クル ア 
ー ン 20:124) 


人 びと が お 金 で 買え る 物質 的 な 快楽 を 楽し む 一 方 で 、 自殺 
する 人 が いる 。 た と えば 、 キ キャット ・ ス ティー プン スミス ( ヨ 
セ フ ・ イ スラ ー ム が ムスリム に な る 前 の 名 前 ) は 、 時 に は 一 
晩 で 15 万 ドル 以上 を 稼ぐ 有名 な ポッ プシ ン ガ ー で あっ た 。 
し か し 彼 は イス ラー ム に 改宗 し て か ら 、 本 当 の 幸せ と 心 の 安 


72 クル アー ン を 信じ ず 、 そ の 命令 に も 従わ な いこ と 。 


a 59 計 
ら ぎ を 得る よう に な っ た 。 それ は 以前 の 物質 的 な 成功 の 中 で 決 
し て 見 出す こと は で き な か っ た も の で ある 。 “ 


(4) 過去 の 罪 は すべ て 赤 され る 
イス ラー ム に 改 款 する と 、 神 は その 人 の 過去 の 罪 や 悪行 を 
すべ て お 赦し に な る 。 アム ル と いう 名 の 男 が 預言 者 へ ハン 
マ ド 2 の と ころ に や っ て 来 て 「 右 手 を 出し て くだ さい 。 あ 
な た へ の 忠誠 を 響い まし ょ う 。」 と 言っ た 。 預言 者 3 細 が 
右手 を 伸ばす と 、 アム ル は 手 を 引っ 込め た 。 預言 者 3 商 
が 【 ア ムル 、 一 体 ど うし た の だ ) と 尋ね る と 、 彼 は 答え た 。 
「 一 つ 条件 を 出す つも り で す 。」 預言 者 8 細 が 尋ね た 。 
{どん な 条件 を 出す つも りな の か 。}) アム ル は 、「 神 が 私 の 
罪 を 赦 す こと で す 。」 預言 者 凌 は 申 さ れ た 。 (イスラ 
ー ム に 改宗 する と 過去 の 罪 が すべ て 消さ れる の を 知ら な い 
の か 。 }“ 


人 は イス ラー ム に 改宗 する と 、 和 善行 と 悪行 に よっ て 報 わ れ 
る こと を 預言 者 8 が 教え て いる 。 {至高 か つ 至 大 な る あな 
た の 主 は 、 最 も 慈悲 深い 。 善い 行い を し よう と 思っ た の に 
し な か っ た 場合 、 そ の 善い 行い は 記録 され る 。 そし て それ 
を 実行 すれ ば 、 (善行 の 報奨 は ) 10 倍 か ら 700 倍 ま た は それ 
以上 が 記録 され る 。 誰か が 悪い と こと を や ろう と し て 、 し な 
か っ た 場合 、 善 行 と し て 記録 され る 。 そし て 悪い 行い を し て 
し まっ た 場合 、 そ れ は 彼 に 対し て 記録 され 、 神 は それ を 消し 
去る 。} 


73 キャ ッ ト ・ ス ティ ー ブ ン ス (Cat Steven)( ヨ セ フ ・ イ スラ ー ム : Yusur 
Tslam) に 質問 の ある 方 は こち ら ま で : 2Digswell Street, London 

N7 8JX,United Kingdom 

74 Sg カ ee/ 7s7777[ サ ヒー フ ・ ム スリ ム ] #121 及び Mosnad Ahmad 
[モス ナー ド ・ ア ハマ ド ] #17357 の 伝承 。 

75 Mosnad Ahmad [モス ナー ド ・ ア ハマ ド ] #2515 及び Saheeh Muslim 
[ サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム ] #131 の 伝承 。 
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第 3 章 


イス ラー ム の 一 般 情 報 


イス ラー ム と は 


イス ラー ム の 宗教 は 、 神 が 最後 の 預言 者 ムハンマド 店 に 


啓示 し た 教え を 受け 入れ 、 従 うこ と で ある 。 


イス ラー ム の 信仰 の 基本 
1) 神 を 信じ る こと 


ムスリム は 、 唯 一 絶対 で 無比 の 神 を 信じ る 。 神 は 息子 も 配偶 


者 も 持た ず 、 か れ の 外 に 崇め られ る 権利 を 持つ も の は な い 。 


か れこ そ が 本 当 の 神 で あり 、 外 の 神格 は すべ て 備 


物 で ある 。 か 


れ は 最も 格調 高い 御名 と 崇高 で 完璧 な 性 質 を 持っ て お られ 
る 。 誰 も 神 の 神聖 や 性 格 を 共有 する も の は いな い 。 ク ルアー 


ン の 中 で 、 神 は 自ら に つい て 述べ て お られ る 。 


く 言っ て や る が よい 。『 か れ は 神 、 唯 一 な る 御方 で ある 。 


すべ て の 創造 物 は 、 神 に よっ て 存在 する 。 お 産み な さら 
な いし 、 御 産 れ に な られ た の で は な い 。 か れ に 比べ 得る 、 何 


も の も な い 。』 (クル アー ン 112:1-4) 


神 の 外 に 、 礼 拝 、 祈 願 、 祭 拝 の 対象 と な る 権 E 
は いな い 。 


を 持つ も の 


神 だ けが 全能 者 、 創 
造 者 、 統 治 者 、 そ し て 
全 宇 宙 の 万 物 の 守護 者 
で ある 。 か れ は あら ゆ 
る こと を 管理 され る 。 
か れ は か れ の 創造 物 か 
ら 何 も 必要 と し な い 。 
か れ は あら ゆる こと を 
聞き 、 見 て 、 ご 存 知 で 
ゝ れ の 才 智 
hh tg アラ ビア 書道 で 書か れ た クル アー 
秘め られ た こと も 、 す 112 章 
べ て に 通 暁 さき れる 。 か 
れ は 過去 に 起こ っ た こと も 、 こ れ か ら 起 こる こと も 、 そ れ が 
どの よう に 起こ る か も すべ て ご 存 知 で ある 。 世界 中 の あら ゆ 
る 出来 事 は 、 すべ て か れ の 意志 に よる 。 か れ が 望む こと は す 
べ て か な えら れ 、 望ま れ な いこ と は 何 も 実 現し な い 。 か れ の 
御 心 は あら ゆる 創造 物 の 意志 を 凌 入 する 。 か れ は 万 物 を 支 
配 し 、 全能 で あら れる 。 AM 慈悲 深い 御方 
で あら れる 。 預言 者 へ ハハ ンマ ド 2 の 言葉 に よる と 、 神 の 
慈愛 は 母親 の 子 に RR “ 神 は 不 
正 や 圧 制 か ら か け 離 れ て いる 。 神 は 行い と 命令 の めす べ て に お 
いて 英明 で あら れる 。 神 に 祈願 し た い 時 は 、 神 と の 間 に 仲 介 
者 を 置く こと な く 、 神 に 直接 呼び か ける こと が で きる 。 


神 は イエ ス で は な く 、 イ エス は 神 で は な い 。 "イエス 自 
ら も この こと を 否定 し て いる 。 神 は クル アー ン で 仰せ られ た 。 


76 Sg カ ee/ 7s77[ サビ ヒー フ ・ ム スリ ム ] #2754 及び Saheeh Al-Bukhari 
[ サ ヒ ー フ ・ ア ルプ ブ ハ リ ] #5999 の 伝承 。 

77 1984 年 6 月 25 日 ロン ドン の アソ ー シ エ イ テ ィ ッ ド ・ プ レス の 報告 に 

よる と 、 テ レビ 番組 で 行わ れ た 調査 で イギリス 国 教会 の 司教 の 大 多数 は 、 

キリ スト 教徒 は イエ スキ リス ト が 神 で あっ た と 信じ る 義務 は な いと 述べ て 
いる 。 報告 書 に よる と さら に 、31 人 の 司教 の うち 19 人 は イエ ス を 「 神 
の 最高 の 代理 人 」 で ある と 見 な す だ け で 十分 で ある と 述べ て いる 。 世論 
調査 は ロン ドン ・ ウ ィ ー ク エン ド ・ テ レビ の 毎週 放送 され る 宗教 番組 「 ク 
レ ド 」 で 行わ れ た 。 
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を 『 神 こそ は 、 マル ヤム (マリ ア ) の 子 メ シア (イエ ス ) 


で ある 』 と 言う も の は 、 確 か に 不信 心 者 で ある 。 メシ ア は 
言っ た の で ある 。 『 イ スラ エル の 子孫 よ 、 私 の 主 で あり 、 あ 


な た が た の 主 で ある 神 を 妹 め な さい 。 』 凡そ 神 に 何 も 


の か を 配 する 者 に は 、 神 は 楽園 に 入る こと を 禁じ られ 、 彼 
等 の 住い は 業火 で ある 。 不義 を 行う 者 に は 、“* 援助 者 は な 


い の で ある 。 (クルアーン 5:72) 


神 は 三位一体 で は な い 。 神 は クル アー ン の 中 で 仰せ られ 
だ 8 


神 は 三 位 の 一 つ で ある 。』 と 言う も の は 、 不 信心 者 
で ある 。 唯 一 の 神 の 外 に 神 は な い の で ある 。 も し か れ ら が 
その 言葉 を 止め な いな ら 、 か れ ら 不信 心 者 に は 、 必ず 痛ま し 


い 懲 罰 が 下る で あろ う 。 彼ら は 何 閣 、 梅 悟 し て 神 に 御 赦 し 
を 求め な い の か 。 誠に 神 は 寛容 に し て 慈悲 深く あら れ 
る 。 マル ヤム (マリ ア ) の 子 メ シア (イエ ス ) は 一 人 の 使徒 
に 過ぎ な い ... (グル アデ アーン 5:78-75) 


イス ラー ム は 、 神 が 創造 の 7 日 目 に 休息 し た こと 、 神 が 天 
使 の 一 人 と 組み 合っ た こと 、 神 が 人 間 に 災 婦 し て 企む こと 、 
神 が 人 間 の 形 を し て いる こと を すべ て 否定 する 。 また イス 
ラー ム は 神 が 人 間 と 同じ 特徴 を 持っ て いる こと を 谷 定 する 。 
これ ら は すべ て 神 の 置 流 で ある 。 神 は 至高 で あら れる 。 

か れ は 全て に お いて 完璧 で や る 。 か れ は 疲れ る こと が な く 、 
ま ど ろ む こと も 眠る こと も な い 。 


アラ ビア 語 の アッ テー は 神 ( 全 宇宙 を 創造 し た 唯一 本 当 
の 神 ) を 指す 。 この アッ ラー と いう 言葉 は 、 神 の 名 前 で あ 
り 、 ア ラブ で は ムスリム と キリ スト 教徒 の いずれ で あれ 、 ア 
ラビ ア 語 を 話す 人 々 が 使っ て いる 言葉 で ある 。 この 言葉 は 、 
唯一 本 当 の 神 の 外 に 使う こと は で き な い 。 アラ ビア 語 の アア 


78 不義 者 は 多神教 徒 を 含む 。 
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ッ テ ー と いう 言葉 は クル アー ン の 中 で 2700 回 も 使わ れ て い 
る 。 アラ ビア 語 と 近い 言語 で 、 イ エス が 常々 使っ て いた 言 
葉 で ある アラ ム 語 で も 、“ 。 神 は アッ ラー と 呼ば れ て いる 


2) 天使 を 信じ る こと 


ムスリム は 、 多 誉 ある 創造 物 で ある 天使 が 実在 する こと を 
ee 天使 は 神 だ け を 上 崇め 、 か れ に 信 服 し 、 か れ の 
命令 に だ け 従 う 。 天使 の 一 人 で ある ガブ リエ ル が 、 ム ハン 
マ ド 北 に クル アー ン を も た らし た 。 


3) 神 の 啓典 を 信じ る こと 


ムスリム は 、 神 が 使徒 に 啓示 し た 啓典 を 人 類 へ の 証し と 導 
き と し て 信じ る 。 その 中 で も クル アー ン は 神 が 預 言 者 ム ハ ン 
マ ド 2 襲 に 啓示 し た 聖典 で ある 。 、 神 は クル アー ン が 無 導 で 
ある よう に 、 あらゆる 改ざん や 歪曲 か ら 守 っ て いる 。 神 は 爺 
せら れ た 。 


本 当 に われ こそ は 、 ク ルアー ン を 下 し 、 必 ず そ れ を ( 改 
ざん か ら ) 守護 する の で ある 。 (クルアーン 15:9) 


4) 神 の 預言 者 と 使徒 を 信じ る こと 


ムスリム は 、 ア ダム か ら 始 まり 、 ノ ア 、 ア ブラ ハム 、 イ シ 
ュ マ エル 、 イ サク 、 ヤ コブ 、 モ ー ゼ 、 イ エス (か れ ら に 平安 
あれ ) を 含む 神 の 預言 者 と 使徒 を 信じ て いる 。 そし て 、 神 
の 最後 の メッ セー ジ 、 永 遠 ひ の メッセ ー ジ を 再 確 認 す る も の が 
預言 者 ムハンマド 北 に 啓示 され た 。 神 が 仰せ られ た よう 


79 NIV Compact Dictionary of the Bible[NIV 聖書 コン パク ト 辞 書 ] 
Douglas( ダ グラ ス ) 42 頁 。 


トー ) 64 トー ) 
に 、 ム スリ ム は ムハンマド 閉 が 神 か ら 送 られ た 最後 の 預言 
者 で ある と 信じ て いる 。 


を ムハンマド は 、 あ な た が た の 誰 の 父親 で も な い 。 し か し 
彼 は アッ ラー の 使徒 で あり 、 預 言 者 た ちの 封 張 (ふう いん ) 
で ある ... (クル アー ン 33:40) 


ムスリム は 、 預 言 者 と 使徒 が すべ て 創造 され た 人 間 で あり 、 
誰 も 神格 を 持っ て いな いと 信じ て いる 。 


5) 審判 の 日 を 信じ る こと 


ムスリム は 、 す べ て の 人 々 が 信仰 と 行い に よっ て 神 の 審判 
を 受け る た め に 復活 され る 審判 の 日 (復活 の 日 ) を 信じ て い 
る 。 


6) アル カ ダ ン ル [ 宿 命 ] を 信じ る こと 


ムスリム は アル カタン ル [宿命 ] を 信じ る 。 し か し ムスリム 
が これ を 信じ る か ら と いっ て 、 人 間 が 自由 意志 を 持た な いわ 
け で は な い 。 むし ろ 、 ムスリム は 神 が 人 間 に 自 由 意 志 を 与え 
た こと を 信じ て いる 。 すなわち 、 人 間 は 善悪 を 選ぶ こと が で 
き 、 そ の 選択 に 責任 を 持つ の で ある 。 


宿命 を 信じ し る こと に は 、4 つの こと が 含ま れる 。 1) 神 は 
全 知 で ある 。 神 は 過去 も 未来 も すべ て ご 存 知 で ある 。 2) 神 
は 過去 に 起こ っ た こと も これ か ら 起 こる こと も すべ て 記録 さ 
れ て いる 。 3) 神 が 望 まれ る こと は 起こ り 、 神 が 望ま れ な 
いこ と は 実際 に 起こ ら な い 。 34) 神 は 万 物 の 創造 者 で ある 。 
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クル アー ン の 外 に 
聖典 は ある だ ろう か 


ある 。 スン ブ (預言 者 ムハンマド に ミコ の 言行 、 認 め た こ 
と ) は イス ラー ム の 第 二 の 出 典 で ある 。 スンナ は ハデ アー 
スズ で で き て いる が 、 こ れ は 預言 者 へ ムハンマド 濃 の 教 友 が 彼 
の 言行 及び 認め た こと を 正確 に 記録 し た も の で ある 。 ズン ナ ズ 
を 信じ る こと は イス ラー ム の 信仰 の 基本 で ある 。 


預言 者 ムハンマド 紫 の 言葉 


@ [信者 た ちら は 、 他 人 へ の 愛 、 慈 悲 、 親 切 心 に お いて 一 つの 体 
の よう な も の で ある 。 一 入所 で も 具合 が 悪い と 、 体 全体 
が 眠れ ず 熱 に 置 さ れる 。}" 


@ [信仰 に お いて 最も 完璧 な 信者 と は 、 道 徳 心 の 最も 優れ た 
者 で ある 。 その 中 で 最も 優れ た 者 は 妻 を 大 切 に する 者 
で ある 。}『 


@ [同胞 を 自分 と 同じ よう に 愛せ せな いう ち は 、 本 当 の 信者 で 
は な い 。 }2 


@ {慈悲 深い も の は 最も 慈悲 深い 神 か ら 慈 悲 を 見 せら れ て 
いる 。 地上 の も の に 慈悲 を 示し な さい 。 す る と 神 が あ 
な た に 慈悲 を 示す で あろ う 。 }“ 


80 ,Saheeh Muslihm[ サ ヒー フ ・ ム スリ ム |]| #2586 及び Saheeh Al-Bukhari 
[ サ ヒ ー フ ・ ア ルプ ハリ ] #6011 の 伝承 。 

81 Mosnad Ahmad [モス ナー ド ・ ア ハマ ド ] #354 及び Al-Tirmizi [ ア 
ッ テ ィ ルミ ー ジ ] #1162 の 伝承 。 

82 Saheeh AI-Bukhari[ サ ヒー フ ・ ア ルプ ハリ ] #13 及び Saheeh Muslim 
[ サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム ] #45 の 伝承 。 

88 47-777727 [アッ テイ ルミ ー ジ ] #1924 及び Abu-Dawood [アブ ダウ ー 
ド ] #4941 の 伝承 。 
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{同胞 に 微笑 むこ と は 思い や り で ある ...} 
{善き 言葉 は 善行 で ある 。}『* 


神 と 審判 の 日 を 信じ る 者 は 、 隣 人 に 親切 に し な けれ ば な 
ら な い 。} 


神 は あな た を 外見 や 財産 か ら 判 断 す る の で は な い 。 あな 
た の 心 と 行い を 見 る の で ある 。})『 


働く 者 に は 汗 の 還 か な いう ち に 賃金 を 払い な さい 。}“ 


( 道 沿い に 歩い て いた 男 は 非常 に 喉 が 賜 い て いた 。 井 
戸 に 着く と 、 下 に 降り て 水 を 一 杯 飲ん で 、 上 が っ て き 

た 。 する と 犬 が 舌 を 出し て 、 渦 き を 癒す た め に 泥 を 短 
め て いた 。 和男 は 「 こ の 犬 も 喉 が 温 い て いる に 違い な い 」 
と 言っ た 。 そこ で 彼 は も う 一 度 井 戸 に 降り て 、 靴 の 中 に 
水 を 入れ て 、 犬 に 飲ま せ て や っ た 。 神 は 彼 を 准 め て 、 
か れ の 人 罪 を 赦し た 。) 預言 者 浴 は 「 神 の み 使 いよ 、 
動物 に 親切 に する こと は 報い られ る の で すか 。」 と 尋 
ね られ た 。 {あら ゆる 生き 物 や 人 間 に 対 する 親切 心 に は 
報奨 が 与え られ る 。}" 


イス ラー ム に お ける 
審判 の 日 と は 


キリ スト 教徒 と 同じ よう に 、 ム スリ ム は 現世 が 永 考 の 世界 
に 入る た め の 試 練 で ある と 信じ て いる 。 各 人 に と っ て 、 現 


84 47-77727z7 [アッ ティ ルミ ー ジ ] #1956 の 伝承 。 
85 Saheeh Muszm[ サ ヒー フ ・ ム スリ ム |] #1009 及び Saheeh Al-Bukhari 


[ サ 


ヒー フ ・ ア ルプ ハリ ] #2989 の 伝承 。 


86 Saheeh Musizm [ サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム ] #48 及び Saheeh AlI-Bukhari 


[ サ 


ヒー フ ・ ア ル ブ ハ リ ] #6019 の 伝承 。 


87 Saheeh /7zs777 [サビ ヒー フ ・ ム スリ ム ] #2564 の 伝承 。 
88 7bn Majah [イブ ン ・ マ ジャ] お 2443 の 伝承 。 
89 Saheeh Muskzm[ サ ヒー フ ・ ム スリ ム ] #2244 及び Saheeh AlI-Bukhari 


[ サ ヒ ー フ ・ ア ル ブ ハ リ ] #2466 の 伝承 。 


a 67 計 
世 で の 生活 は 死後 の 世界 の た め の 試 練 の 場 で ある 。 全 宇 宙 
が 破壊 され る 日 が や っ て くる と 、 死 者 が 神 の 審判 を 受け る た 
め に 復活 させ られ る 。 この 日 は 永遠 の 生 の は じ ま り に な る 。 
この 日 こそ が 最後 の 審判 の 日 で や る 。 この 日 に は 、 あ ら ゆ る 
人 びと が 信仰 と 行い に よっ て 神 か ら 報 奨 を 受け る 。 「 神 の 
外 に 真 の 神 は な く 、 ム ハン マ ド は 神 の 使徒 (預言 者 ) で ある 」 
と 信じ て 死ん だ 者 は ムスリム で あり 、 そ の 日 か ら 永 遠 に 天国 
に 入れ られ る 。 神 は 仰せ られ た 。 


そし て 信仰 し て 善行 に 勤しむ 者 は 楽園 の 住民 
で ある 。 そ の 中 に 永遠 に 住む の で ある 。 
(クル アー ン 2:82) 


し か し 「 神 の 外 に 真 の 神 は な く 、 ム ハン マ ド は 神 の 使徒 
(預言 者 ) で や る 」 こと を 信じ な いで 死ん だ 者 は 、 ム スリ ム 
で は な い 。 彼 ら は 永遠 に 楽園 に 入る こと は で きず 、 地 獄 に 送 
られ る 。 神 は 仰せ られ た 。 


イス ラー ム 以 外 の 教え を 追及 する も の は 、 決 
し て 受け 入れ られ な い 。 ま た 来世 に お いて は 、 か 


れ ら は 失敗 者 の 類 で ある 。 (クル アー ン 
3:85) 


また 次 の よう に 仰せ られ た 。 


信仰 を 拒否 する 不信 心 者 と し て 死ぬ 者 は 、 た 
と え 大 地 に 満ち る ほど の 黄金 で その 罪 を 償 お う 
と も 、 決 し て 受け 入れ られ な い 。 これ ら の 者 に 


は 痛ま し い 徳 入 が あり 、 助 ける 者 も いな い 。 
(クル アー ン 3:91) 


「 イ スラ ー ム は よい 宗教 だ と 思う が 、 イ スラ ー ム に 改宗 す 
る と 、 家 族 や 友人 や 他人 が 私 を 人 迫害 し 、 括 いも の に する で あろ 
う 。 も し イス ラー ム に 改宗 し な いま まで も 、 天 国 に 入る こと 
が で きる の だ ろう か 。 地獄 か ら 救 われ る の だ ろう か 。」 
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その 答え は 神 が 上 述 の 節 で 仰せ られ て いる 


「 イ スラ ー 


ム 以 外 の 宗教 を 追求 する 者 は 、 決 し て 受け 入れ られ な い 。 ま 


た 来世 に お いて も 失敗 者 の 上 類 で ある 。」 


預言 者 ムハンマド 絆 が 人 びと に イス ラー ム 
よう に 命じ られ た 後 、 神 は イス ラー ム 以 外 の 宗教 に 


こと を 認め な い 。 神 は 我々 の 創造 者 で あり 、 維 持 


を 布教 する 
固執 する 
者 で あら れ 


る 。 か れ は この 地上 に ある も の すべ て を 我々 の た め に 創 ら れ 
た 。 我々 が 手 に 入れ る 恩恵 と 善き こと は すべ て 神 の お か げ で 
ある 。 その た め 、 神 、 預 言 者 凌 、 イ スラ ー ム の 宗教 を 信 
じ よ うと し な いも の は 、 来 世 で 罰せ られ る 。 実際 に 、 我 々 が 
創造 され た 第 一 の 目的 は 、 神 だ け を 崇め 、 か れ に 従う こと で あ 
る 。 神 は 聖 ク レア ー ン の 中 で 仰せ られ た 。 (51:56) 


この 世 で の 人 生 は 非常 に 短い 。 審判 の 日 、 不 


クル デー ン に 書か れ て いる 


信心 者 は 現 


世 で の 生活 を た っ た 1 日 か 数 時 間 の よう に 思う で あろ うと 、 


地上 に 何 年 滞在 し て いた の か 。」 か れ ら は 申 
レ 上 げ よ う 。「 私 た ち は 一 日 か 、 一 日 の 一 部 分 を 


滞在 し て いま し た .... (クル アー ン 
23:112-113) 


する と か れ は 仰せ られ た 。 


来 


《 あな た が た は 、 わ れ が (目的 も な し に ) 戯れ 
に あな た が た を 創っ た と 思う の か 。 ま た あな た が 
た は (来世 で ) われ に 帰 さ れ な いと 思っ て いる の 
か 。 アッ ラー は 、 尊 く 気 高い 、 真 実 の 王者 で あ 
る 。 上 崇め られ る べき も の は か れ の 外 に な 


い .. . か (クル アー ン 23:115-116) 


世 で の 生活 こそ が 真 の 生活 で ある 。 そこ で の 人 生 


魂 も 肉体 も 伴っ て いる 
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預言 者 ムハンマド 2 は 現世 と 来世 を 比べ て 申 され た 。 
{この世 で の 価値 を 来世 の 価値 と 比べ る と 、 ち ょ うど 指 を 海 
の 中 に 入れ て それ を 取り 出す よう な も の で ある 。 }% す な わ 
ち 、 来 世 の 価値 と 現世 で の 価値 を 比べ る と 、 ま さ に 大 海 と 数 滴 
の 水 の よ うな も の で ある 。 


人 は どの よう に し て 
ムスリム に な る の か 


単純 に 言う と 、 ラ ー ア ラー ハ ・ プ ブッ ララ ター、 ろ ハン マ が ・ 
ラズ ミー ルッ ャ ラー と 信じ る こと に よっ て 、 イ スラ ー ム に 改宗 し 、 
ムスリム に な る 。 この 言葉 の 意味 は 神 (アッ ラー) の 外 に 
真 の 神 は な い 、"" そし て ムハンマド は 神 の 使徒 (預言 者 ) で 
ある 。 最初 の 部 分 「 神 の 外 に 真 の 神 は な い 」 は 系 め られ る 
べき も の は 神 の 外 に な く 、 神 に は 配偶 者 も 息子 も いな いと い 
う 意 味 で ある 。 PMMA 
れ な けれ ば な ら な い 。 


> 聖 ク レル アーン が 神 に よっ て 記 示 され た 神 の 御 言葉 で 
ある と 信じ る こと 。 


> 神 が ク ルアー ン の 中 で 約束 し て いる よう に 、 審 判 の 
日 (復活 の 日 ) は 本 当 で あり 、 そ の 日 が 来る と 信じ る 
ha 

イス ラー ム を 自分 の 宗教 と し て 受け 入れ る こと 。 
神 の 外 に 何 も 誰 も 上 乏 め な いこ と 。 


預言 者 ムハンマド 北 は 申 さ れ た 。 (ある 人 が 乗っ て い 
た ラク ダ が 荒野 で 食料 と 水 を 担い だ まま 逃げ て し まい 、 そ れ 


90 Saheeh zzs7777 [| サ ヒ ー ブ ・ ム スリ ム ] #2858 及び Mosnad Ahmad 
[モス ナー ド ・ ア ハマ ド ] #17560 の 伝承 。 

91 既に 述べ た よう に 、 ア ラビ ア 語 の 言葉 アッ テ ー は 神 ( 全 宇 宙 を 創造 し 
唯一 本 当 の 神 ) を 意味 する 。 この アッ ラー と いう 言葉 は 神 の 名 前 で 
2 話す アラ ブ 人 の 間 で は 、 モ スリ ム も キリ スト 教徒 も こ 


| 
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を 取り 戻せ る 希望 が 全く な い 場 合 に 、 神 に 向かっ て 改 尼 す る 
と 神 は 誰 よ り も 喜ば れる 。 その 男 は ラク ダ を 取り 戻す 望み 
を 失い 、 木 陰 に や っ て き て 死 を 待っ て いる と 、 絶望 の 状態 か 
ら 、 突 然 ラ クダ が 目 の 前 に 現れ た 。 か れ は 端 綱 を 捕まえ 、 喜 
び の あま り に 叫ん だ 。 「 神 よ 、 あ な た は 私 の し も べ で ある 。 

私 は あな た の 神 で ある 。」 彼 は 喜び の あま り に 間違い を 犯 
し て し まっ た 。} 


1 革 「 2 2 
「 神 の 外 に 真 の 神 は な く 、 ム ハン マ ド は 神 の 使徒 ( 預言 者 ) で ある 」 


と いう 言葉 が 入口 に 彫り 込ま れ て いる 。 


クル アー ン と は 


神 の 最後 に 啓示 され た 御 言葉 で ある クル アー ン は 、 す べ て 
の ムスリム の 信仰 と 実践 の 湖 で ある 。 そ れ は 人 間 に 関 する あ 
ら ゆ る 物事 を 扱っ て いる 。 都 智 、 教 義 、 信 仰 、 取 引 、 法 律 な ど で 
ある が 、 基 本 的 な テー マ は 神 と 人 間 の 関係 で ある 。 同 時 に 公 
正 な 社会 、 適 切な 人 間 の 行動 、 平 等 な 経済 制度 に 関す る 指針 


92 6g カ ee ヵ 7zs777y[ サ ヒー フ ・ ム スリ ム ] #2747 及び Saheeh AlI-Bukhari 
[ サ ヒ ー フ ・ ア ルプ ブ ハ リ ] #6309 の 伝承 。 


| 


と 詳し い 教 え を 与え て いる 。 


ub 
> 


クル アー ン が 、 ム ハン マ ド 交 に アラ ビア 語 だ け で 啓示 され 
た こと は 注目 に 値する 。 ク ルアー ン を 他 の 言語 に 訳し た も の 
が ある が 、 そ 
れ は 本 来 の ク 
ルアー ン で は 
な い 。 単に ク 
ルアー ン の 意 
味 の 解釈 に 過 
ぎ な い 。 ク ル 
アー ン は 啓示 
され た アラ ビビ 
ア 語 で 理解 す 
る こと が 重要 で ある 。 


預言 者 ムハンマド 閉 と は 誰か 


ムハンマド 呈 は 570 年 に メ ッ カ で 生ま れ た 。 彼 が 生ま 
れる 前 に 父親 が 亡くな り 、 母 親 も 幼少 期 に 亡くな っ た の で 、 周 
り の 人 々 か ら 尊 散 さ れ て いた クラ イシ ュ 族 の 出身 で ある 叔父 
に 育て られ た 。 彼 は 読み 書き を 習わ ず に 育ち 、 亡 く な る まで 
文言 で あっ た 。 彼 が 預言 者 と し て の 使命 を 始め る 以前 か ら 、 
人 びと は 科学 の こと を 知ら ず 、 た いて い の 人 びと は 文盲 で あ 
っ た 。 成長 する に つれ 、 彼 は 正直 で 信頼 で き 、 寛 大 で 誠実 で あ 
る こと が 知ら れる よう に な っ た 。 彼 は 人 々 の 信頼 が 篤 か っ 
た の で 、「 信 頼 で きる 人 」 と 呼ば れる よう に な っ た 。 "9 ム ハ 
ンマ ド 2 は 非常 に 信仰 心 が 強 く 、 長 年 、 社 会 の 退廃 と 偶像 
崇拝 を 嫌っ て いた 。 


ムハンマド : 北 は 40 歳 の 時 、 天 使 ガ ブリ エル を 通し て 神 
か ら 最 初 の 啓示 を 受け た 。 啓示 は 23 年 間 続 き 、 そ れ ら を 集 


93 Mosnad Ahmad [モス ナー ド ・ ア ハマ ド ] #15078。 
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大 成 し た も の が クル アー ン と 呼ば れ て いる 


ノ 


クル アー ン を 唱え 、 神 が 啓示 し た 真実 を 布教 し 始め る や 否 


や 、 BN は 不信 心 者 か ら 人 迫害 を 受け た 。 迫 
害 が あま り に も 厳し く な っ た た め 、622 年 に 神 は 移住 する よう 
に 命じ し た 。 メッ カ の 北方 420 『。 の 所 に ある メデ ィ ナ へ の 移 
住 が 、 ム スリ ム 暦 の 初 年 と な っ た 。 


TN ts je. 


も A し 
Trr 
内 Rh デー rm ャ で 


メデ ィ ナ の 預言 者 ムハンマド 痛 結 モス ク 


数 年 後 、 ヘ ハン マ ド 比 と 信者 た ち は メ ッ カ に 戻る こと 
が で きた が 、 彼 ら は 敵 を 赦し た 。 63 歳 で ムハンマド 中 が 
亡くな る まで に 、 ア ラビ ア 半 島 の 大 部 分 が ムスリム に な り 、 
彼 の 死後 100 年 も 経た な い 中 に 、 イ スラ ー ム は 西 は スペ イン 
まで 、 東 は 中 国 ま で 広がっ た 。 イス ラー ム が 急速 か つ 平 和 裏 
に 広がっ た 理由 は 、 そ の 教え が 真実 で あり 、 慈 善行 為 を 尊重 し 
た か ら で あ る 。 イス ラー ム は 、 崇 め ら れる べき 唯一 の 神 へ 
の 信仰 を 呼び か け て いる 。 


預言 者 へ ハン マ ド は 正直 で 、 正 義 感 が 強く 、 慈 悲 深く 、 
哀れ み 深 く 、 信 頼 で きる 、 勇 敢 な 人 間 の 完璧 な 模範 で あ 
る 。 彼 は 人 間 で は ある が 、 何 一 つ 了 邪悪 な 性 格 を 持っ て お ら ず 、 
神 の た め 、 そ し て 来世 で 神 が 与え る 報奨 の た め だ け に 働い た 


= = 
の で ある 。 その 上 、 彼 は すべ て の 行動 や 取引 に お いて 、 常 に 神 
を 念頭 に 起き 、 神 を 泉 れ た 。 


イス ラー ム の 広がり が 科学 の 発展 に 
どの よう な 影響 を 及ぼ し た の か 


イス ラー ム は 人 びと 

に 知性 と 観察 力 を 駆使 す 
る よう に 教え て いる 。 イ 
スラ ー ム が 広がっ て 数 年 
後に は 、 偉 大 な 文明 や 大 
学 が 盛ん に な っ た 。 東洋 
思想 と 西洋 思想 の 統合 、 
新旧 思想 の 統合 が 医学 、 
数 学 、 物 理学 、 天 文学 、 地 
質 学 、 建 築 、 芸 術 、 文 学 、 歴 史 に 偉大 な 進歩 を も た らし た 。 代 
数 学 、 ア ラビ ア 数 字 、 (数学 の 発展 に 不可 欠 で あっ た ) ゼロ の 
概念 な ど 多 く の 重 要 な シス テム が ムスリム 世界 か ら 中 世 ヨ ー 
ロビ ロッパ に 伝え られ た 。 アス トラ ー ベ 、 ク アド ラン ト 、 詳 細 
な 航海 図 な ど ヨ ー ロ ッ パ の 大 陸 発 見 を 実現 させ る に 至っ た 機 
誰 は ムスリム が 開発 し た の で ある 。 


アル トラ ー ベ : 近代 まで ヨー ロッ パ 
で 広く 利用 され て いた 最も 重要 な 科 
学 的 器具 。 ム スリ ム の 考案 に よる 。 
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7 の の ンー 
77P・ mr) の OO 


ム ス リ ム 人 の 医学 者 は 外科 手術 に 注目 し 、 この 古い 写本 に 見 る れる よう 


に 多く の 外科 用 器具 を 開発 し た 。 


ムスリム は イエ ス を どの よう に 
信じ て いる の か 


ムスリム は イエ ス ( 彼 に 平安 あれ ) を 尊敬 し て いる 。 ム ス 
リム は 、 神 が 人 類 に 送っ た 使徒 の 中 で 、 イ エス が 最も 僅 大 な 使 


徒 の 一 人 で ある と 見 な し て いる 。 


クル アー ン は 彼 の 処女 受胎 


を 認め 、 ク ルアー ン の 1 章 は マク グアム 落 ( マ リア 章 ) と 呼ば れ て 
いる 。 クル アー ン は イエ ス の 誕生 を 次 の よう に 描い て いる 。 


天使 た らち が こ うい っ た 時 を (思え ) 。「 マ ル 
ヤム (マリ ア ) よ 、 本 当 に アッ ラー は 直接 御 自 身 の 
御 言葉 で 、 あ な た に 吉報 を 伝え られ る 。 マ ル ヤ ム 
の 子 、 そ の 名 は マス ィ ー フ ・ イ ー サ ー (メシ ア ・ 
イエ ス ) 、 彼 は 現世 で も 来世 で も 高い 栄誉 を 得 、 
また (アッ ラー の ) 側近 の 一 人 に な る で あろ 

う 。 彼 は 揺り 籠 の 中 で も 、 ま た 成人 し て か ら も 
人 びと に 語り 、 正 直 者 の 一 人 で あろ う 。」 彼 女 は 
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言っ た 。 「 主 よ 、 誰 も 私 に 触れ た こと は あり ませ 
ん 。 ど うし て 私 に 子 が で きま し ょ うか 」 か れ 
は 言っ た 。「 こ の よう に 、 ア デッラ ー は お 望み の も 
の を 御 創り に な られ る 。 」 か れ が 一 事 を 決め られ 
る 。 『 有 れ 』 と 仰せ に な れ ば 即ち 有る の で あ 


る 。」 (クル アー ン 3:45-47) 


イエ ス は アダ ム が 父親 な し に 生ま れ た よう に 、 神 の 命令 に 
よっ て 奇跡 的 に 生ま れ た の で ある 。 神 は 仰せ られ た 。 


《 イー サー は アッ ラー の 御 許 で 、 丁 度 ア ー ダ ム 
と 同じ で ある 。 か れ は 泥 で 彼 (アー ダム ) を 創 
られ 、 それ に 「 有 れ 」 と 仰せ に な る と 彼 は 人 間 


と し て 存在 し た 。 (クル アー ン 3:59) 


イエ ス が 預言 者 と し て の 使命 を 果たす 間 に 、 多く の 奇跡 を 
起こ し た 。 神 は イエ ス の 言葉 を 伝え られ る 。 


[私 は あな た が た の 主 か ら 、 印 を も た ら さ れ た 。 
私 は あな た が た の た め に 、 泥 で 鳥 の 形 を 造り 、 そ 
れ に 息 を 吹き 込め ば 、 ア ッ ラ ー の お 許し に より そ 
れ は 鳥 に な る 。 アッ ラー の お 許し に よっ て 生ま 
れつ き の 盲 人 や ライ 愚者 を 治し 、 死者 を 生き 返 
ら せ る 。 私 は あな た が た が 何 を 食べ て 何 を 善 え 
て いる か を 告げ よう .... 上 (クルアーン 
3:49) 


ムスリム は イエ ス が 十字 架 に か けら て いな いと 信じ て い 
る 。 イ エス の 敵 は 彼 を 十字 架 に か け よ うと し た が 、 神 が 彼 を 
救い 、 神 の 元 に し 上 げた 。 イエ ス の 外見 が 他 の 男 に 似せ ら 
れ た 。 の 男 を 捉え 、 彼 を イエ ス と 思い 込ん で 、 
十字 架 に か けた の で ある 。 神 は 仰せ られ た 。 


を .….「 わ た し た ち は ア ッ ラ ー の 使徒 、 マ ル ヤ ム 
の 子 、 マ スィ イ ー フ 、 イ ー サ ー を 殺し た ぞ 。」 と 彼 
ら は 言っ た 。 だ が 彼ら は イー サー を 殺し た の で も 
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な く 、 十字 架 に か けた の で も な い 。 た だ 彼 の 外見 
が 別 の 男 に 与え られ た (彼ら は この 男 を 殺し た の 


で ある ) 。 ..…. か (クル アー ン 4:157) 


ムハンマド 交 も イエ ス も 、 前 の 預言 者 達 に もち た ら さ れ 
た 、 唯 一 の 神 に 対す る 信仰 の 基本 的 な 教義 を 変え る た め に や 
っ て きた の で は な い 。 ゅ し ろ そ れ を 確認 し 、 回 復 す る た め に や 
っ て きた の で ある 。" 


mm 


エル サレ ム の アク サモ スク 


94 ムスリム は 、 神 が アン ジー と 呼ば れる 聖典 を イエ ス に 啓示 し た こと を 
信じ て いる 。 そ の 一 部 は 、 新 約 聖書 の 中 で イエ ス に 対す る 神 の 教え と し て 
残っ て いる 。 だ か ら と いっ て ムスリム が 今日 の 聖書 を 信じ て いる と いう 
意味 で は な い 。 そ れ は 神 に よっ て 産 示 され た 原典 で な いか ら で あ る 。 そ の 
内 容 は 改ざん 、 追 加 、 削 除 さ れ て きた 。 懇 炭 [改定 標準 版 ] の 改定 を 担当 し 
た 委員 会 も この こと を 認め て いる 。 この 委員 会 は 82 人 の 学者 に よる 委員 
で 構成 され て いる 。 この 委員 会 に は 、 協力 体制 に に ある 50 人 の 府 間 委員 会 
に よる 検討 や 助言 が 準備 され て いた 。 委員 会 は 到 考 [改定 標準 版 ] の 序文 
(iv 頁 ) で 、「 と き に は 原文 が 時 代 の 変遷 に 悩ま され た こと は 明らか で あ 
る が 、 し か し いずれ の 版 も 十分 修復 され て いな い 。 原典 の 最も 可能 な 復元 
に 関し て 、 優秀 な 学者 の 最善 の 判断 に 委ね る し か な い 。」 委員 会 は また 序文 
(vi 頁 ) で 、「 古 代 の 権威 者 に よる 顕著 な 変更 、 追 加 、 削 除 を 示す 注釈 が 加 
えら れ て いる (マタ イ 9.34: マル コ 8.16: 7.4: ルカ 24.32、51 等 ) と 述べ て 
いる 。 


77 テ 


イス ラー ム は テロ リズ ム を 
どの よう に 見 な し て いる の か 


慈悲 の 宗教 で や る イス ラー ム は テロ リズ ム を 認め て いな 
い 。 神 は クル アー ン で 仰せ られ た 。 


を アッ ラー は 、 宗 教 上 の こと で あな た が た に 戦 

い を 仕掛 けず 、 あ な た が た を 家 か ら 追 放し な か っ 
た 者 た ち に 親切 を 尽く し 、 公 正 に 待遇 する こと を 
禁じ られ な い 。 アッ ラー は 公正 な 者 を お 好み に 


な られ る 。 か (クル アー ン 60:8) 


預言 者 ムハンマド 交 は 兵士 達 に 子女 を 殺す こと を 禁 
じ 、* 彼ら に 次 の よう に 忠告 し て いた : {... 裏切る な 。 や 
りす ぎる な 。 生 まれ た ば か り の 赤子 を 殺す な 。}“” また 次 の 
よう に も 申 さ れ た 。 {ムスリム と 協定 を 結ん だ も の を 殺す も 
の は 誰 で も 、 天 国 の 香り を 嘆 ぐ こと は な い 。 そ の 香り は 40 
年 間 も 続 く の で ある 。}" 


また 預言 者 ムハンマド * 装 は 炎 で 罰する こと を 禁じ た 。% 


ある 時 彼 は 殺人 を 2 番目 の 大 罪 に 挙げ 、"% 次 の よう に 警 
告 し た 。 {審判 の 日 に 最初 に 裁 か れる の は 他人 の 血 を 流し た 
人 々 で ある 。 "9 見 


95 Saheeh 7zs77[ サ ヒー フ ・ ム スリ ム ] #1744 及び Saheeh AI-Bukhari 
[ サ ヒ ー フ ・ ア ルプ ブ ハ リ ] #3015 の 伝承 。 

96 5g ヵ ee ヵ 77zs7777 [ サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム ] #1731 及び Al-Tirmizi [アッ 

ティ ルミ ー ジ ] #1408 の 伝承 。 

97 Saheeh 47-Pz た ag77[ サ ヒー フ ・ ア ル ブ ハ リ ] #3166 及び lbn 47g 太 中 イ 

ブン ・ マ ジャ ー] #2686 の 伝承 。 

98 4pg- の awoo9 [アブ ・ ダ ウー ド ] #2675 の 伝承 。 

99 Saheeh AI-Bukhari [| サ ヒ ビーフ ・ ア ル ブ ハ リ ] #6871 及び Saheeh 

47zs7777 [サビ ヒー フ ・ ム スリ ム ] #88 の 伝承 。 
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ムスリム は 動物 を 手厚く 扱う こと が 薦め られ て お り 、 傷 つ 
ける こと は 禁じ られ て いる 。 預言 者 ムハンマド : 交 は 申 き 
れ た 。 {ある 女性 は 猫 を 死ぬ まで 閉じ 込め た た め に 凛 せ られ 
た 。 この た め 、 彼 女 は 地獄 に 送ら れる こと に な っ た 。 彼女 
は 猫 を 閉じ 込め 、 食 事 も 水 も 与え な か っ た 。 放 し 飼い に し て 
外 の 虫 を 食べ させ る こと も し な か っ た の で ある 。} 


彼 は また 、 非 常に 喉 の 賜 い た 犬 に 水 を 飲ま せ た 男 が 神 に 今 
まで の 罪 を 赦 さ れ た こと を 話さ れ た 。 預言 者 2 は 尋ね ら 
れ た 。「 神 の み 使 い 様 よ 、 動 物 に 優し くす る と 報い られ る の で 
すか 。」 {あら ゆる 生き 物 や 人 間 に 親 切 に する と 報い られ ま 
す 。 } と 答え られ た 。 


さら に 、 動 物 を 殺し て 食料 に する 場合 、 ム スリ ム は 恐怖 や 
苦し み を で きる だ け 少 な くす る よう に 命じ られ て いる 。 預 
言 者 へ ハン マ ド 2 六 は 申 さ れ た 。 {動物 を 層 殺 する と き は 、 
最も よい 方 法 で し な さい 。 ナイ フ を 砥 い で 動物 が 苦し まな 
いよ うに し な けれ ば な ら な い 。 } 


この ポラ う 0 スラ ー ム の 教え で は 、 無 防備 
な 市 民 の 心 に 恐怖 を 与え る 行為 や 、 ビ ル や 建物 の 完全 な 破壊 、 
無垢 な 人 々 や 子供 を 爆撃 し た り 傷 つけ る こと は すべ て 禁じ て 
お り 、 イ スラ ー ム と ムスリム に と っ て 、 憎 むべ き 行 為 で ある 。 
ムスリム は 平和 、 慈 悲 、 寛 容 の 宗教 を 信じ て お り 、 大 多数 の 人 
びと は ムスリム と 関連 付け られ て いる ラ 駿 力 行為 と は 何 の 関 わ 
り も な い 。 も し ムスリム が テロ リズ ム の 行為 を 犯す な ら ば 、 


100 ここ で は 、 殺 人 と 傷害 を 指す 。 

101 Sg ヵ ee ヵ Muslim[ サ ヒー フ ・ ム スリ ム ] #1678 及 び Saheeh Al-Bukhari 
[ サ ヒ ー フ ・ ア ルプ ハリ ] #6533 の 伝承 。 

102 ,Sgheeh Musizm[ サ ヒー フ ・ ム スリ ム ] #2422 及 び Saheeh AI-Bukhari 
[ サ ヒ ー フ ・ ア ルプ ハリ ] #2365 の 伝承 。 

103 これ は 本 章 「 預 言 者 ムハンマド 浴 旬 の 言葉 」 で 詳し く 述 べら れ て い 
る 。 Saheeh Muslznm [ サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム ] #2244 及び Saheeh 

AI-Bukhari [ サ ヒ ー フ ・ ア デル ブ ハ リ ]、 #2466 の 伝承 。 

104 Saheeh Musizrm [ サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム ] #1955 及び AI/-Tirmizi [ ア 
ッ テ ィ ルミ ー ジ ] #1409 の 伝承 。 
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この 人 物 は イス ラー ム の 法 を 犯し た こと に な る 。 


イス ラー ム に お ける 人 権 と 正義 


イス ラー ム は 個人 に 多く の 人 権 を 与え て いる 。 イス ラー 
ム が 保護 する 人 権 の 幾つ か が 以下 に 挙げ られ て いる 


イス ラー ム 国 家 に お ける 市 民 の 生活 と 財産 は 、 ムスリム で 
ある か 否 か に 関わ ら ず 、 神聖 な も の と 見 な され て いる 。 イス 
ラー ム は 名 誉 を 守る 。 その た め 、 イス ラー ム で は 他人 を 俺 辱 
し た り 、 所 鬼 する こと は 認め られ な い 。 預言 者 へ ハン マ 
ド 2 租 は 申 さ れ た 。 (本 当 に あな た の 血 、 財産 、 名誉 は 侵し 
て は な ら な い 。} 6 


人 種 主 義 は イス ラー ム で は 認め られ な い 。 ク ルアー ン は 次 
の 条件 で 人 間 の 平等 を 唱え て いる 。 


人 びと よ 、 わ れ は 一 人 の 男 と 一 人 の 女 か ら あ 
な た が た を 創り 、 国家 と 部 族 に 分 けた 。 これ は あ 
な た が た を 、 お 互い に 知り 合う よう に させ る た め 
で ある 。 ア ッ ラ ー の 御 許 で 最も 吐い 者 は 、 あ な た 
が た の 中 で 最も 主 を 長 れる も の で ある 。"? 本 当 
に アッ ラー は 、 全 知 に し て あら ゆる こと に 通 上 暁 な 


され る 。 (クル アー ン 49:13) 


イス ラー ム は 個人 や 国家 が 財産 、 権力 、 人 種 に よっ て 特別 
待遇 を 受け る こと を 拒否 し て いる 。 神 は 人 間 を 信仰 と 敬 度 
さ に よっ て の み 区 別 さ れる べく 平等 な も の と し て 創造 され 


た 。 預言 者 ムハンマド 北 は 申 さ れ た 。 {人 びと よ 、 あ な 


105 Saheeh AI-Bukhari [サビ ヒー フ ・ ブ ハリ ] #1739 及び Mosnad Ahmad 
[モス ナー ド ・ ア ハマ ド ] #2087 の 伝承 。 

106 敬 度 な 人 は 、 あ ら ゆ る 種類 の 罪 を 避け て 、 神 が 命じ し た よい こと だ け を 
行い 、 神 を 長 れ 、 神 を 敬愛 する 。 


宮 80 ) 
た が た の 神 は 一 つ で あり 、 あ な た が た の 祖先 (アダ ム ) は 一 
つ で ある 。 アラ ブ 人 が 非 ア ラブ 人 より 優れ て いる わけ で は 
な く 、 非 アテ ブ 人 が アラ ブ 人 より も 優れ て いる わけ で は な い 、。 
黄色 人 種 が 黒人 より も 優れ て いる わけ で は な く 、 黒 人 が 黄色 
人 種 よ り も すぐ れ て いる わけ で は な い 。"" 敬 度 さだ けが 大 
切な の で ある 。} 


今日 の 人 類 が 直面 し て いる 大 き な 問 題 は 人 種差 別 で ある 。 
人 類 を 月 に 送る こと が で きる が 、 仲 間 を 憎み 争う こと を 止め 
られ な いで いる 。 預言 
者 ムハンマド 吸 の 
時 代 か ら 、 イ スラ ー ム 
は 人 種差 別 を 終わ ら せ 
る 具体 的 な 模範 を 示 し 
て いる 。 


毎年 行わ れる メッ 
カ へ の 巡礼 (ハッ ジ 
で は 、 世 界 中 か ら 約 200 
万 人 の ムスリム が 集 ま 
っ て お り 、 こ れこ そ あ 
ら ゆ る 人 種 と 国家 を 超 
えた 真 の イス ラー ム 同 
胞 愛 を 示し て いる 。 


イス ラー ム は 正義 の 宗教 で ある 。 神 は 仰せ られ た 。 


誠に アッ ラー は 、 あ な た が た に 信託 され た も 
の を 元 の 所 有 者 に 返還 する こと を 命じ られ た 。 ま 
た あな た が た が 人 の 間 を 裁く と き に 、 公 正 に 裁く 
こと を 命じ られ て いる .…. 上 (クル アー ン 
4:58) 


107 ここ で 預言 者 が 述べ た 皮膚 の 色 は 警 えた で ある 。 ここ で の 意味 は 、 黒 人 、 
白人 な ど 皮 膚 の 色 で 誰か が 優れ て いる の で は な いと いう 意味 で ある 。 
08 Mosnad Ahmad [モス ナー ド ・ ア ハマ ド ] #22978 の 伝承 。 
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そし て また 次 の よう に 仰せ られ た 。 


公正 に 行動 し な さい 。 本 当 に アッ ラー は 
公正 な 者 を 愛さ れる 。 芳 (クルアーン 49:9) 


神 が 仰 せら れる よう に 、 我 々 は 憎悪 する 相手 に 対し て も 公 
正 で な けれ ば な ら な い 。 


人 びと を 憎悪 する あま り に 、 あ な た が た は 
正義 に 反し て は な ら な い 。 正義 を 守り な さい 、。 


そう すれ ば より 散 度 に な る ..…. (クルアーン 
5:8) 


預言 者 ヘ へ ハンマ ド 北 は 申 さ れ た 。 [人 びと よ 、 正 義 を 重 
視 し な さい 。 不正 義 は 審判 の 日 に 暗 痢 と な る 。} " 


現世 で 権利 (正当 に 要求 で きる も の ) を 得 な か っ た も の は 
審判 の 日 に それ を 受け 取る と 預言 者 8 細 は 申 さ れ た 。 {審判 
の 日 、 権 利 は 当然 受け 取る べき も の に 与え られ る 。( そ し て 
間違っ た も の は 是正 され る ) ..…}『 


イス ラー ム に お ける 女性 の 地位 


109 他人 を 抑圧 し た り 、 不 正 を 行っ た り 、 他 人 に 悪い こと を する 。 

10 Mosnad Ahmad [モス ナー ド ・ ア ハマ ド ] #5798 及び Saheeh 
Al-Bukhari [ サ ヒ ー フ ・ ア ル ブ ハ リ 」] #2447 の 伝承 。 

11 Saheeh Muslzm [「 サ ヒー フ ・ ム スリ ム ] #2582 及び Mosnad Ahmad 
[モス ナー ド ・ ア ハマ ド ] #7163 の 伝承 。 
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イス ラー ム は 女性 が 未婚 ・ 既 婚 に 関わ ら ず 、 そ の 権利 を 個 
人 の も の と 見 な し 、 後 見 人 (父親 、 夫 、 そ の 他 ) な し で 自分 
の 財産 や 収入 を 所 有 し 、 処 分 する 権利 を 与え て いる 。 女 性 に は 
売買 する 権利 が あり 、 贈 物 や 慈善 を 行い 、 自 分 の 好き な よう 
に お 人 金 を 使う こと が で きる 。 結 納金 は 花 婚 か ら 花 嫁 の も の と 
し て 与え られ 、 ま た 夫 の 名 前 で な く 、 自 分 の 家族 の 姓名 を 保 


つ 。 


イス ラー ム は 夫 が 妻 
を 大 切 に する こと を 教え 
て いる 。 預 言 者 ム ハ ン マ 
ド 2 は 申 さ れ た 。 { あ 
な た が た の 中 の で 最も 善 
き 者 は 妻 を 大 切 に する も 
の で ある 。} “ 


イス ラー ム に お いて 母親 は 非常 に 尊重 され て いる 。 イ ス 
ラー ム は 母親 を 丁重 に 扱う こと を 薦め て いる 。 あ る 男 が 預言 
者 ムハンマド 2 襲 の と ころ に や っ て き て 尋ね た 。「 神 の 預言 
者 よ 。 周囲 の 人 た ちの 間 で 最も 大 切な 人 は 誰 で すか 。」 預 
言 者 2 は 答え られ た 。 {それ は 母親 で ある 。) 男 が 「 そ の 
次 は 誰 で すか 」 と 尋ね る と 、 預言 者 2 状 は 答え られ た 。{ そ 
し て 母親 で ある 。) 男 が さら に 尋ね た 。「 そ の 次 は 誰 で す 
か 」 預言 者 2 凌 は 答え られ た 。 (そし て 母親 で ある 。} 男 
が も う 一 度 「 そ の 後 は 誰 で すか 」 と 尋ね た 。 預 言 者 2 は 答 
えら れ た 。 {そし て 父親 で ある 。} “ 


イス ラー ム に お ける 家族 


112 7bn Majah [イブン ・ マ ジャ ー] #1978 及び 47-Tirmizz [アッ ティ ル 
ミー ズ ] #8895 の 伝承 。 

113 ,Saheeh Musizm[ サ ヒー フ ・ ム スリ ム ] #2548 及 び Saheeh AlI-Bukhari 
[ サ ヒ ー フ ・ ア ル ブ ハ リ ] #5971 の 伝承 。 
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文明 の 基礎 で ある 家族 は 、 現 在 崩 壊し て いる 。 イ スラ ー ム 
の 家族 制度 は 夫 、 妻 、 子 供 、 親 族 の 権利 に 優れ た バラ ンス を 
与え て いる 。 う まく 組織 化 さ れ た 家族 制度 の 枠組 み の 中 で 、 
非 利 己 的 な 行動 、 寛大 さき 、 愛情 を 育ん で いる 。 安定 し た 家族 
が 与え る 平安 と 安全 が 重視 され 、 家 族 の 精神 的 成長 に と っ て 
要 と 見 な され て いる 。 調和 の 取れ た 社会 秩序 は 家族 の 広 が 
り と 子供 を 大 切 に する こと に よっ て 作り 出さ れる 。 


ムスリム は 年 長者 を どの よう に 扱う か 


イス ラー ム 世 界 で は 、「 養 老 院 」 は 稀 で ある 。 年 老い て 弱 
っ た 両親 の 世話 を する 苦労 は 名 誉 や 恩恵 と みな され 、 重 要 な 
精神 的 成長 の 機会 と 考え られ て いる 。 イス ラー ム で は 、 両 親 
の た め に 祈る だ け で は 十分 で な い 。 限 りな い 愛 情 を 注ぎ 、 自 分 
達 が 幼い 子供 の と き に 彼ら が わが 身 よ り も 大 切 に し て くれ た 
こと を 思い 出さ な けれ ば な ら な い 。 母親 は 特に 尊重 し な け 
れ ば な ら な い 。 親 が 老い る と 、 親 切 心 と 無 私 の 心 に よっ て 彼 
ら を 丁重 に 扱わ な けれ ば な ら な い 。 


イス ラー ム で は 、 親 に 仕え を る こと は 、 礼拝 の 次 に 大 切な こと で あ 
り 、 親 も 大 切 に 扱わ れる 権利 が ある 。 親 が 老い か ら 気 難し く な っ 
た 時 に 、 そ れ に 対し て いら いら し た 感情 を 示す こと は 恥ず べき こと 
で ある と 考え られ て いる 。 


神 は 仰せ られ た 。 


あな た の 主 は 命じ られ る 。 か れ の 外 何者 を も 
崇拝 し て は な ら な い 。 ま た 両親 に 孝行 し な さい 。 


a 84 
も し 両親 か また は その どちら か が 、 あ な た と 一 緒 
に いて 老齢 に 達し て も 、 か れ ら に 無礼 な 言葉 を 使 
っ た り 、 叱り 付け た り せ ず 、 親切 な 言葉 で 話し な 
さい 。 そし て 敬愛 の 情 を 込め て 、 両 親 に 対し 議 
虚 に 振る 舞い 、「 主 よ 、 私 を 愛育 し て くれ た よう 
に 、 二 人 の 上 に 御 慈悲 を お 授け くだ さい 。」 と 言 


う が が いい. ( グ クルアーン 17:23=24) 


イス ラー ム の 5 つの 柱 


イス ラー ム の 5 つの 柱 は ムスリム の 生活 の 基本 で あ 
る 。 信仰 告 白 、 礼 拝 、 ゲ が み ー ム ( 喜 捨 : 因 秋 者 へ の 支援 ) 、 
ラマ ダー ン 月 の 断食 、 一 生 に 一 度 可能 な も の の メッ カ 巡 礼 で 
ある 。 


1) 信仰 告白 


信仰 告白 は 確信 を 持っ て 、 / ラ ー ア ター ハ ・ ア プッ ラテ グー、 
スハ ンマ だ ・ デ ラズ ミー ルッ ラー/ と 言う こと で ある 。 意味 は 
「 神 (アッ ラー) の 外 に 真 の 神 は な く 、" り ムハンマド は 神 
の 使徒 (預言 者 ) で ある 。」 最初 の 部 分 で ある 「 神 の 外 に 
真 の 神 は な い 」 は 、 神 の 外 に 崇め られ る 権利 を 持つ も の は な 


く 、 配 偶 者 も 息子 も 持た な いと いう 意味 で ある 。 信仰 告白 は 
シャ ハー タダ と 呼ば れ 、 (本章 「 人 は どの よう に し て ムスリム に 
な る の か 」 で 説明 され て いる よう に )、 イス ラー ム に 入信 する 


た め に 確信 を も っ て 証言 する 単純 な 儀式 で ある 。 信仰 告白 
は イス ラー ム の 柱 で 最も 重要 な も の で ある 。 


2) 礼拝 


114 デッラ テー と いう 言葉 に 関す る 詳細 は 、 本 章 「 イ スラ ー ム の 信仰 の 基本 
1) 神 を 信じ る こと 」 の 終わ り 部 分 を 参照 。 
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ムスリム は 1 日 に 5 回 礼拝 する 。1 回 の 礼拝 を 行う の に 数 
分 し か か か ら な い 。 イス ラー ム に お ける 礼拝 は 、 信 者 と 神 を 
直接 結び つけ る 。 神 と 信仰 する 者 の 間 に 介 在 す る も の は いな 
い 。 


礼拝 で 、 内 な る 幸福 、 平 安 、 安 増 を 感じ 、 神 が 自分 を 愛 で 
られ て いる こと を 実感 する 。 預言 者 ムハンマド 器 は 申 さ 
れ た 。 【 ビ ラール よ 、 人 びと に 礼拝 を 呼び か け な さ い 。 そ し 
て みん な で 安らぎ を 得 よ う 。}】" ビラ ー ル は ムハンマド 蒙 
か ら 人 々 に 礼拝 を 呼び か ける 役目 を 担っ た 教 友 で あっ た 。 


礼拝 は 夜明け 前 、 昼 、 日 中 後半 、 日 没 、 夜 半 に 野外 、 事 務 
所 、 工 場 、 大 学 な ど あ ら ゆ る と ころ で 行う こと が で きる 。 


3) ダグ カーム / 喜 捨 ( 困 共 者 の 支援 ) 


凡 て の 物 は 神 の も の で あり 、 富 は 人 間 に 任 され て いる 。 が 
カー ム と いう 言葉 の 本 
来 の 意味 は 「 浄 化 」 と [ 成 
長 」 で ある 。 が が み ー ム 
を 与え る こと は 「 一 定 
の 困 負 者 に 指定 され た 
割合 を 与え る 」 こと を 意 
味 す る 。 金 約 85 グ ラム 
以上 に 相当 する 金 、 銀 、 
また は 現金 が 対象 で あ 
り 、 大 陰暦 の 1 年 以上 所 
有する も の に 課せ られ る 割合 A 我々 の 所 有 
物 は 、 困 っ て いる 人 々 に 対し て 僅か な 部 分 を 取り 分 ける こと 
に よっ て 光 化 され る 。 そ れ は まさ に 木 を 前 定 す る と 、 バ ラン ス 
を 取り 戻し 、 新 た な 成長 を 促す よう な も の で ある 。 


また 施 し や 慈善 を 好き な だ け 与 える こと も で きる 。 


115 4bu-Dawood [アブ ・ ダ ウー ド ] ,#4985 及び Mosnad Ahmad [モス 
ナー ド ・ ア ハマ ド ] #22578 の 伝承 。 
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4) ラマ ダー ン 月 の 断食 


毎年 ラマ ダー ン の 月 に は 、"『 
すべ て の ムスリム は 日 の 出 か ら 日 
没 ま で 断食 する 。 そ の 間食 事 や 飲み 
物 、 性 交 を 断つ 。 


断食 は 体 に よい が 、 基 本 的 に は 
精神 的 な 自己 浄化 の 方 法 と 見 な さ 
れ て いる 。 たとえ 短い 時 間 で も 、 
世俗 的 な 快楽 を 控え る こと に よっ 
て 、 断 食 を する 人 間 は 空腹 の 人 間 に 
心から 同情 し 、 自 己 の 精神 性 を 高め 
る こと が で きる 。 


5) メッ カ 巡 礼 


毎年 行わ れる メッ カ 巡 礼 (ハッ ジ は 、 肉 体 的 に も 経済 的 
に も 余裕 の ある ムスリム に と っ て 、 一 生 に 一 度 行う こと が 義 
務 で ある 。 毎年 世界 中 か ら お よそ 2 百 万 人 が メッ カ に や っ 
の メッ カ に は いつ も 訪問 者 が 浴 れ て いる が 、 恒 例 の へ 
ッ ジ は イス ラー ム 暦 の 12 ヶ月 目 に 行わ れる 。 男性 の 巡礼 者 
は あら ゆる 階級 や 文化 の 違い を 取り 除き 、 神 の 前 に 平等 で 臣 
む た め 、 特 別 の シン プル な 服装 を する 。 


ハッ ジ の 儀式 は 、 カ ー バ を 7 周 廻 り 、 さ ら に ハ ガ ル が 水 
を 捜し 求め て 走り 回 っ た よう に 、 サ ファ と マル ワ の 間 の 丘 を 
7 回 往来 する こと が 含ま れる 。 それ か ら 巡 礼 者 は アラ フ 
ァ "?" で 合同 礼拝 を し 、 希 望 や 神 の 赦し を 求め る が 、 こ れ は 
し ば し ば 審判 の 日 の 予告 と 見 な され る 。 


ーー 


116 ラマ ダー ン 月 は イス ラー ム 暦 の 9 番目 の 月 で ある 。 (太陽 暦 で は な く 太 
陰暦) 
117 メッ カ か ら 24 キロ の と ころ に ある 。 
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ハッ ジ の 終わ り に 行わ れる アー バル ・ デ が ハハ と 呼ば れる 

祭事 は 礼拝 で 祝う 。 この お 祭り と 、 ア プー ルル ・ ブ ァ ムル と 呼 

ば れる 断食 月 の 終わ り を 祝福 する 祭日 は ムスリム に と っ て 年 
2 回 の 祭事 で ある 。 


RU 


4 し 40 4 装 負 「 
』 1 陸生 』 バ jk 


り 
や 」 


に カー バ ( 写真 の 中 の 黒い 建物 ) が ある 。 ム スリ ム は いつ も ここ に 
向かっ て 礼拝 する 。 カー バ は 神 が 預 言 者 アブ プラ ハム と その 息子 イ 
シュ マエ ル に 礼拝 所 を 立て る よう に 命じ た 場所 で ある 。 
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